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Volume

常
勤
医
師
一
名
の
採
用
決
ま
る
！

　

財
政
健
全
化
計
画
を
全
会
一
致
で
議
決

平成22年４月25日発行

　レッドカーペット踏み
しめ新入生入場
　ランドセルは教科書と
愛情でいっぱい
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第１回
定例会
第１回
定例会

財
政
健
全
化
の
道
筋
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
策

　

お
年
寄
り
の
医
療
費
無
料
化
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

　
　

病
院
の
先
行
き
・
医
師
確
保
な
ど
、
６
議
員
が
一
般
質
問

財政健全化計画を全会一致で可決
　こどもの医療費無料化 15歳まで拡大

　平成２２年第１回定例会が、３月９日から１８日まで１０日間の

会期で開かれました。

　３月９日の行政報告で野邑町長は、住友院長から2月1日付けで退

職願の提出があったこと、新規就農の可能性のある酪農研修生が４

月から本町で実習をはじめることを報告。

　サンデー議会となった１４日は、町政執行方針、教育行政執行方

針の表明に続き、６名の議員が病院の先行きやお年寄りの医療費無

料化などについて一般質問を行いました。

　一般質問の様子は、役場ロビーと町民センターに配信され、２５

名の町民がテレビの前で論戦に耳を傾けました。

　今定例会では、町長から提案された46議案を審議。財政健全化計

画を全会一致で可決したほか、こどもの医療費（一部負担金）の無

料化をこれまでの１２歳までから１５歳まで拡大する「中頓別町乳

幼児等医療費助成に関する条例」（一部改正）も原案どおり可決さ

れました。

　平成２２年度一般会計予算をはじめ８会計予算案は、全議員で構

成する「予算審査特別委員会」（柳澤雅宏委員長）に付託。全会計

を原案どおり可決しましたが、財政の自律と行政評価などを求める

付帯意見が付されました。

　１７日は、中頓別町「こどもの安全、安心な町」宣言を可決。順

調に審議が進んだため、第１回定例会は、会期を一日残して閉会し

ました。



第１回定例会で
　　　決まりました
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第１回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
定
住
自 

　

 

立
圏
形
成
協
定
の
議
決
に
関
す
る

　

 

条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
酪
農
生

　
 

産
規
模
拡
大
推
進
資
金
利
子
助
成

　
 

に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 
議
案
第
３
号　

中
頓
別
町
職
員
の

　

 
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

　

 

及
び
職
員
給
与
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

重
要
な
公
の
施
設

　

 

並
び
に
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

　

 

重
要
な
公
の
施
設
の
利
用
又
は
廃

　

 

止
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
５
号　

中
頓
別
町
立
学
校

　

 

施
設
の
使
用
に
関
す
る
条
例（
制
定
）

○ 

議
案
第
６
号　

小
頓
別
多
目
的
集

　

 

会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
７
号　

中
頓
別
町
民
セ
ン

　

 

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す

　

 

る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
８
号　

中
頓
別
町
郷
土
資

　

 

料
館
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る

　

 

条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
創
作
活 

　

 

動
施
設
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
10
号　

中
頓
別
町
青
少
年

　

 

宿
泊
研
修
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

　

 

理
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

　

 

条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
11
号　

中
頓
別
町
体
育
館

　

 

設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例

　

 

（
制
定
）

○ 

議
案
第
12
号　

中
頓
別
町
山
村
水

　

 

泳
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
等
に

　

 

関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
13
号　

中
頓
別
ふ
れ
あ
い

　

 

ス
ポ
ー
ツ
広
場
設
置
及
び
管
理
等

　

 

に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
14
号　

中
頓
別
町
青
少
年

　

 

柔
剣
道
場
設
置
及
び
管
理
等
に
関

　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
15
号　

中
頓
別
町
寿
ス
キ

　

 

ー
場
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る

　
 

条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
16
号　

中
頓
別
町
テ
ニ
ス

　
 

コ
ー
ト
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す

　

 
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
17
号　

中
頓
別
町
ゴ
ル
フ

　

 

練
習
場
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す

　

 

る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
18
号　

中
頓
別
町
寿
パ
ー

　

 

ク
ゴ
ル
フ
場
設
置
及
び
管
理
等
に

　

 

関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
19
号　

中
頓
別
町
乳
幼
児

　

 

等
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
（

　

 

一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
20
号　

重
度
心
身
障
害
者

　

 

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費

　

 

の
助
成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
21
号　

そ
う
や
自
然
学
校

　

 

の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条

　

 

例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
22
号　

中
頓
別
町
営
公
園

　

 

の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条

　

 

例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
23
号　

財
政
健
全
化
計
画

○ 

議
案
第
24
号　

中
頓
別
町
道
路
線

　

 

の
変
更

○ 

議
案
第
25
号　

北
海
道
町
村
議
会

　

 

議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

　

 

の
変
更

○ 

議
案
第
26
号　

北
海
道
市
町
村
職

　

 

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
27
号　

北
海
道
市
町
村
総

　

 

合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
28
号　

平
成
21
年
度
一
般

　

 

会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
29
号　

平
成
21
年
度
自
動

　

 

車
学
校
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
30
号　

平
成
21
年
度
国
民

　

 

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
31
号　

平
成
21
年
度
老
人

　

 

保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
32
号　

平
成
21
年
度
国
民

　

 

健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
33
号　

平
成
21
年
度
水
道

　
 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 
議
案
第
34
号　

平
成
21
年
度
下
水

　

 
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
35
号　

平
成
21
年
度
介
護

　

 

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
36
号　

平
成
21
年
度
後
期

　

 

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正

　

 

予
算

○ 

議
案
第
37
号　

平
成
22
年
度
一
般

　

 

会
計
予
算

○ 

議
案
第
38
号　

平
成
22
年
度
自
動

　

 

車
学
校
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
39
号　

平
成
22
年
度
国
民

　

 

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
40
号　

平
成
22
年
度
老
人

　

 

保
健
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
41
号　

平
成
22
年
度
国
民

　

 

健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
予
算

○ 

議
案
第
42
号　

平
成
22
年
度
水
道

　

 

事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
43
号　

平
成
22
年
度
下
水

　

 

道
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
44
号　

平
成
22
年
度
介
護

　

 

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
45
号　

平
成
22
年
度
後
期

　

 

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算

○ 

議
案
第
46
号　

中
頓
別
町
公
平
委

　

 

員
会
の
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

　

 

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
47
号　

中
頓
別
町
人
事
行

　

 

政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

　

 

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
48
号　

中
頓
別
町
「
こ
ど

　

 

も
の
安
全
、
安
心
な
町
」
宣
言
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
町
長
が
表
明
し
た
町
政
執
行
方
針
に
対
し
、
医
師
確
保
や
人
口
減
少

の
歯
止
め
策
、
財
政
健
全
化
と
今
後
の
財
政
運
営
な
ど
、
６
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

住民医療の空白回避に全力を！
星 川 三喜男

　

野
邑
町
長

答　

院
長
に
は
、
平
成
16
年
８
月
か
ら
約
６
年
間
、
低
い

待
遇
の
中
で
重
責
を
担
っ
て
も
ら
い
、
病
院
改
革
、
医

療
や
看
護
の
質
の
向
上
等
に
日
夜
ご
努
力
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
旭
川
医
大
に
戻
ら
れ
て
も
出

来
る
だ
け
の
協
力
を
今
後
も
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

院
長
と
の
間
に
色
々
な
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
今
後
も

国
保
病
院
に
残
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
、

私
も
議
員
各
位
も
町
民
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。

　

私
が
医
師
給
与
条
例
の
改
正
を
提
案
し
、
待
遇
改
善

が
図
ら
れ
よ
う
と
し
た
中
で
、
退
職
願
が
出
さ
れ
た
こ

と
に
び
っ
く
り
し
、
大
変
残
念
な
思
い
で
い
る
。　

　

退
職
願
の
受
理
後
、
本
町
出
身
の
医
師
や
旭
川
医
大

は
じ
め
各
方
面
に
医
師
紹
介
を
要
請
し
て
い
る
。
４
月

は
、
医
師
２
名
体
制
を
維
持
で
き
る
。
６
月
ま
で
に
医

師
１
名
を
確
保
し
た
い
が
、
院
長
が
辞
め
る
場
合
は
も

う
１
名
必
要
に
な
る
。
医
師
探
し
は
、
大
変
難
し
い
の

で
、
情
報
を
お
持
ち
の
議
員
、
町
民
が
い
れ
ば
ぜ
ひ
ご

協
力
願
い
た
い
。

　

医
師
の
確
保
に
つ
い
て

問　

町
政
執
行
方
針
で
は
、
「
院
長
は
、
８
月
末
で
旭
医
大
に
戻

る
こ
と
で
退
職
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
現
在
は
、
医
師

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
」
、
「
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
つ
て
に
２
名

の
常
勤
医
師
確
保
に
努
め
る
」
と
決
意
さ
れ
て
い
る
。

　

病
院
や
医
師
の
確
保
は
、
住
民
の
命
に
関
わ
る
重
大
事
で
あ

る
が
、
今
議
会
で
財
政
健
全
化
計
画
が
議
決
さ
れ
、
本
町
は
早

期
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱
却
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
議
員
は
町

の
財
政
状
況
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
一
般
職
で
あ
る
医
師
は
、
行
政
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
町

長
の
指
揮
の
も
と
で
働
く
ル
ー
ル
が
あ
る
。

　

前
議
会
で
町
長
提
案
の
医
師
給
与
引
き
上
げ
条
例
が
可
決
さ

れ
、
院
長
に
は
、
そ
の
待
遇
で
勤
務
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
今

も
願
っ
て
い
る
が
、
退
職
願
を
受
け
取
っ
た
町
長
は
ま
さ
に
苦

渋
の
決
断
を
さ
れ
た
と
思
う
。
医
療
・
診
療
に
つ
い
て
の
研
究

を
さ
ら
に
深
め
た
い
と
の
院
長
の
向
学
心
ゆ
え
と
推
察
い
た
し

ま
す
。

　

今
後
の
医
療
体
制
と
医
師
探
し
の
現
状
を
伺
う
。

町
政
執
行
方
針
を
表
明
す
る
野
邑
町
長
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病院はどうなる？
本 多 夕紀江

　

中
原
産
業
建
設
課
参
事

答 　

解
体
よ
り
も
リ
フ
ォ
ー
ム
、
建
設
優
先
で
！

問　

新
採
用
職
員
の
住
宅
確
保
に
苦
労
す
る
事
業
所
や
一
戸
建
て
に
住
む

高
齢
者
に
今
後
の
住
宅
、
住
ま
い
方
を
調
査
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　

町
政
執
行
方
針
で
は
、
「
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
」
と
し
て
、
老
朽
化
住
宅
の
解
体
を
掲
げ
て
い
る
が
、
必
要
な
の
は

古
い
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
（
改
築
）
や
市
街
地
へ
の
新
た
な
住
宅
建
設

で
は
な
い
か
。

　

21
年
度
に
財
政
調
整
基
金
に
１
億
円
積
み
増
し
て
い
る
。
保
育
料
の

安
さ
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
、
移
住
定
住
の
促
進
等
で
中
頓
別

に
住
み
た
い
人
が
増
え
る
可
能
性
が
広
が
っ
て
お
り
、
公
（
町
）
営
住

宅
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

事
業
所
や
高
齢
者
等
の
住
宅
事
情
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

旧
教
員
住
宅
（
除
雪
セ
ン
タ
ー
横
）
３
戸
の
売
却
に
対
し
５
件
の
申
込

み
、
あ
か
ね
単
身
住
宅
１
戸
の
募
集
に
対
し
３
件
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

21
年
度
は
数
ヶ
月
、
空
き
が
埋
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
４
回
に
も
及
ぶ

募
集
で
や
っ
と
入
居
者
が
決
ま
っ
た
状
況
も
あ
る
。

　

維
持
管
理
費
や
防
犯
上
の
問
題
も
あ
る
が
、
あ
か
ね
団
地
の
解
体
は

将
来
の
建
て
替
え
の
た
め
で
あ
る
。
平
成
９
年
に
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
し
た
が
、
２
棟
８
戸
を
残
し
、
17
年
度
以
降
中
断
し
て
い
る
。

　

現
在
、
町
営
住
宅
等
の
建
設
計
画
は
な
い
が
、
財
政
状
況
、
応
募
状

況
を
み
て
、
適
切
な
時
期
に
新
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

財
政
調
整
基
金
に
積
ん
だ
１
億
円
は
天
北
厚
生
園
の
移
転
改
築
等
の

支
援
に
使
い
た
い
。
新
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
福
祉

面
等
も
総
合
的
に
勘
案
し
、
各
課
連
携
を
と
っ
て
策
定
し
た
い
。

問　病院の医師２名体制堅持を！
　個別外部監査の結果を受け、「病院
機能存続」の考えは変わったのか。
院長退職のニュースに多くの住民が衝
撃を受け、何とか中頓別にとどまって
いただきたいという声は日増しに高ま
っている。
　医療スタッフや医療・診療内容の充
実、レベルアップは院長の尽力の賜物
であることは誰もが認めるところであ
る。
　院長の慰留はもとより、医師２名体
制の維持に努めていただきたい。
　一般会計から病院事業会計への繰出
金は増えているが、医療や福祉に関し
ては経済効率を優先すべきではないと
考えるが、如何か。

問

答野邑町長
　３期目の立候補の主要公約で国保病院の存続を町民の皆さん
に約束した。この考え方は、今も変わっていないし、病院の存
続は、医師の確保無くしてできないので、あらゆる情報をもと
に常勤医師の確保に全力を注ぎたい。
　９月から院長と今後の勤務について打ち合わせを行って、あ
と２年間の勤務をお願いし、１月末にも話し合いを行ったが、
願いはかなわず退職願が出された。
慰留というよりは継続して働いていただきたい気持ちを持って
いる。
　２１年度は地方交付税の増額があったが、これが続くとは限
らない。病床利用率が７割を切ると交付税を下げるという情報
もある。そうなると一般財源からの繰出金が多くなるかも知れ
ず、今後は病床の規模について検討しなければならない。

公
営
住
宅
不
足
し
て
い
な
い
か
！

本

多

夕
紀
江

■病院事業会計への町からの繰出金状況 （単位：万円）

金 額 

地方交付 税（ 病院分 ） ８，１９９
平成２０年度 

上 記 以 外 の 一 般 財 源 ９，５１２

地方交付 税（ 病院分 ） １億２，２２１平成２１年度 

（見込み） 上 記 以 外 の 一 般 財 源 ６，４１４

　一般財源とは、使途が特定されてお

らず、地方自治体が自らの裁量で使用

できる財源のこと。地方税（町税）、

国からの地方交付税、地方譲与税等が

一般財源にあたります。

財源内訳一般
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お年寄りが安心して医療
を受けられる町に！

藤 田 首 健

手
厚
い
福
祉
で
人
口
減
に
歯
止
め
を
！

藤

田

首

健

　

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
軽
減
を
！

問　

町
政
執
行
方
針
で
は
、
保
健
福
祉
の
充
実
政
策
と
し
て
、
15
歳

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
打
ち
出
し
、
若
い
子
育
て
家
庭
へ
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
こ
と
に
安
堵
し
て
い
る
。

　

一
方
で
お
年
寄
り
の
福
祉
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
以
降
、
町

財
政
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
次
々
と
切
り
捨
て
ら
れ

た
感
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
き
た
お
年
寄

り
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
る
こ

と
が
自
治
体
と
し
て
の
責
務
で
あ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
原
点
だ

と
思
う
。

　

15
歳
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
無
料

化
を
実
現
し
た
場
合
、
町
の
負
担
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

　

か
つ
て
南
宗
谷
随
一
の
福
祉
の
町
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
本
町

で
あ
り
、
健
全
化
計
画
達
成
後
に
は
、
お
年
寄
り
の
医
療
費
の
無

料
化
、
軽
減
対
策
を
ぜ
ひ
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答　

高
齢
者
に
対
す
る
本
町
の
福
祉
施
策
は
、
無
料
バ
ス
乗
車
券
の
交

付
、
除
雪
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
、
温
泉
入
浴
、
予
防
接
種
等

の
助
成
な
ど
近
隣
町
村
と
比
較
し
て
も
見
劣
り
し
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

15
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の
町
の
負
担
見
込
額
は
い
ま
の
と
こ

ろ
４
６
５
万
３
千
円
を
計
上
し
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
を

無
料
化
し
た
場
合
は
、
平
成
20
年
度
の
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
の
数

字
を
使
え
ば
約
３
千
５
百
万
円
か
か
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
に
対
す
る
医
療
費
の
無
料
化
や
軽
減
対
策
の
実
施
は
、
将

来
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
現
政
権
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し

に
着
手
し
て
お
り
、
医
療
費
負
担
の
見
極
め
が
必
要
で
あ
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
を
18
％
以
下
に
す
る
こ
と
（
財
政
健
全
化
）
を

達
成
し
た
後
に
町
民
に
色
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
中
頓
別
、
日
本
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
を
最
優
先
に
今
回
考
え
た
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

問　福祉の町に回帰し人口減に歯止めを！
　今年１月末現在の人口は2,022名、
昨年同期は2,099人。この１年間で77
名減少しており、今月末には２千人
の大台を割るのではないかと危惧し
ている。
　人口減少は、町税や交付税の減少
につながるので、この流れをとめる
までには至らないにしても、将来の
生活不安を払拭して、減少速度を緩
める方策が必要と思う。
　数ある政策の中ででも福祉の充実
が最も優れた定住化政策であると確
信している。
　以前のような「福祉の町」に回帰
し、手厚い福祉政策で人を呼び込む
努力と今この町に住む住民の流出を
防ぐべきではないか。

問

答野邑町長
　人口減少の要因は、地場産業の
衰退や建設業の廃業などによる雇
用機会の減少、学校統廃合や少子
化などによる影響が大きい。
　行政として産業の振興、公共事
業の推進、雇用の創出、保健、福
祉、医療の充実などの政策を確実
に実行すること、なかでも地域医
療包括システムの構築によって、
魅力ある地域づくりが進み一定の
効果が生まれると考えている。

ディサービスセンターでは趣味や会話に花が咲く
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町の政策は条例により執行を！
柳 澤 雅 宏

　

一
流
の
、
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事
業
は
条
例
で
！

問　

一
流
の
、
中
頓
別
づ
く
り
推
進
補
助
事
業
は
、
長
年
「
要

綱
」
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
「
要
綱
」
は
、
行
政
の

事
務
処
理
の
た
め
の
内
部
規
定
に
す
ぎ
ず
、
町
づ
く
り
の
政

策
で
あ
る
か
ら
に
は
、
「
条
例
」
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
「
要
綱
」
は
、
町
長
限
り
で
制
定
で
き
、
住
民

の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
の
関
与
が
な
い
。
「
要
綱
行
政
」

の
問
題
点
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　

嘱
託
職
員
も
「
準
職
員
取
扱
要
綱
」
に
基
づ
き
身
分
や
給

与
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
人
件
費
の
裏
づ
け
を
毎
年
の

予
算
の
議
決
に
の
み
求
め
る
の
は
お
か
し
い
。
臨
時
職
員
、

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
も
条
例
で
給
料
を
定
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
他
の
要
綱
も
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

　

現
在
、
来
年
度
実
施
に
向
け
て
一
流
の
中
頓
別
づ
く
り

推
進
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
進
め
た
い
。
政

策
と
し
て
の
基
本
理
念
や
制
度
の
枠
組
み
を
平
成
22
年
度

中
に
条
例
で
定
め
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

　

分
権
時
代
の
政
策
法
務
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、

制
度
政
策
は
条
例
で
定
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
考
え
る
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

嘱
託
職
員
の
要
綱
を
含
め
、
例
規
集
の
要
綱
に
つ
い
て

正
し
い
か
ど
う
か
点
検
精
査
し
た
い
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

今
の
嘱
託
職
員
制
度
は
地
方
公
務
員
法
に
違
反
し
て
い

る
。
嘱
託
職
員
の
設
置
条
例
を
制
定
す
れ
ば
同
法
に
違
反

す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
臨
時
・
嘱
託
職
員
は
６
名
い

る
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
採
用
は
し
な
い
の
で
、
ご
理
解

願
い
た
い
。

　

野
邑
町
長

答

教
育
長
を
こ
ど
も
館
の
ト
ッ
プ
に
！

柳

澤

雅

宏

　

こ
ど
も
館
と
教
育
委
員
会
の
連
携
に
つ
い
て

問　

町
長
の
町
政
執
行
方
針
で
は
、
こ
ど
も
館
と
教
育
委
員
会
の
密
接

な
連
携
を
掲
げ
て
お
り
、
教
育
行
政
執
行
方
針
で
も
認
定
こ
ど
も
園

を
含
む
本
町
の
教
育
の
一
元
化
の
推
進
を
謳
っ
て
い
る
。

　

教
育
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
組
織
の
一
元
化
で
浮
い
た
人
件
費
を
子

育
て
支
援
に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
幼
児
ク
ラ
ブ
の
廃
止
や
職
員
配
置
も
多
い
と

指
摘
し
た
が
、
当
町
の
子
育
て
事
業
全
体
を
貫
く
理
念
が
必
要
で
は

な
い
か
。
抽
象
的
な
執
行
方
針
で
は
な
く
、
具
体
的
な
事
業
名
を
入

れ
る
こ
と
で
予
算
案
の
審
査
も
現
実
味
を
帯
び
る
の
で
は
な
い
か
。

　

幼
児
教
育
と
学
校
教
育
の
連
携
や
家
庭
・
地
域
の
子
育
て
支
援
な

ど
の
取
組
み
強
化
を
図
る
た
め
に
、
組
織
の
一
元
化
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
。

　

幼
保
一
元
化
を
め
ぐ
り
、
自
治
体
の
担
当
部
署
の
統
一
化
、
関
連

法
案
の
提
出
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
国
の
方
針
が
見
え
た
段
階
で
町

長
部
局
、
関
係
課
と
連
携
の
上
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

米
屋
教
育
長

答　

他
人
の
子
も
自
分
の
子
も
わ
け
隔
て
な
く
わ
が
子
と
し
て
育
て
て

い
く
こ
と
が
理
念
で
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
が
認
定
こ
ど
も
園
に
入

れ
る
よ
う
な
施
策
を
と
り
た
い
。
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
は
少

子
化
対
策
、
子
づ
く
り
の
誘
導
策
で
あ
る
。

　

行
政
の
各
部
署
・
各
課
が
連
携
し
、
子
育
て
の
基
本
的
な
方
針
を

ま
と
め
て
み
た
い
。
執
行
方
針
と
一
緒
に
予
算
説
明
資
料
を
配
布
し

て
い
る
こ
と
で
ご
理
解
願
い
た
い
。
具
体
的
な
事
業
名
の
盛
り
込
み

は
、
来
年
度
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
み
た
い
。

　

野
邑
町
長

答

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会
の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。
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院長慰留と医師確保に全力を！
東海林 繁 幸

財政健全化達成後の重点サービスは？

　

包
括
的
地
域
医
療
の
前
進
を
！

問　

個
別
外
部
監
査
結
果
報
告
書
で
病
院
の
経
営
改

善
の
指
摘
が
あ
り
、
診
療
所
化
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
が
、
町
の
実
情
（
高
齢
化
、
福
祉
施
設
の

維
持
）
か
ら
到
底
無
理
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

院
長
の
退
職
願
提
出
の
問
題
で
あ
る
が
、
病
院

の
改
善
に
努
力
さ
れ
た
院
長
が
退
職
を
決
意
さ
れ

た
背
景
に
は
、
院
長
が
提
唱
す
る
包
括
的
地
域
医

療
が
前
進
し
な
い
こ
と
、
地
域
医
療
の
推
進
者
は

住
民
で
あ
る
こ
と
へ
の
無
理
解
や
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
（
医
師
・
医
療
技
術
者
等
）
を
働
き
や
す
い
環

境
、
勤
務
条
件
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
住
民
の
意
志

が
見
え
て
い
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

町
長
は
包
括
的
地
域
医
療
の
シ
ス
テ
ム
化
を
実

現
で
き
る
か
。

　

野
邑
町
長

答　

無
床
の
診
療
所
化
に
つ
い
て
は
納
得
が
で
き

な
い
の
で
、
取
り
組
む
気
持
ち
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
新
陳
代
謝
、
給
食
部
門
の

民
間
委
託
の
検
討
な
ど
は
、
今
後
の
課
題
と
し

て
取
り
組
む
必
要
性
は
あ
る
。

　

昨
年
２
月
に
宮
城
県
涌
谷
町
に
院
長
と
一
緒

に
行
っ
て
、
地
域
包
括
医
療
の
勉
強
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
病
院
と
福
祉
、
医
療
、
介
護
と
の

連
携
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ
い
て
、
昨
年
３
月

に
保
健
福
祉
課
に
指
示
し
た
が
、
な
か
な
か
進

ま
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

私
は
院
長
へ
の
慰
留
要
請
は
常
に
し
な
が
ら

も
医
師
確
保
に
全
力
を
尽
く
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
が
院
長
の
慰
留
活
動
を
す
る
こ
と
に
対
し
て

医
師
確
保
の
障
害
に
な
ら
な
い
か
心
配
す
る
声

が
あ
る
が
、
障
害
は
一
つ
も
な
い
。

東海林 繁 幸

　

財
政
健
全
化
計
画
達
成
後
の
財
政
運
営
は

問　

財
政
健
全
化
計
画
で
は
、
平
成
22
年
度
で
実
質

公
債
費
比
率
が
25
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
な
る
見
通

し
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い
財
政
運
営
の
た

め
に
各
分
野
で
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
、
縮
小
の
期
間

が
続
い
た
。

　

健
全
化
計
画
達
成
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
水
準
が
維
持
し
つ
つ
も
、
特
に
医
療
、
福

祉
、
教
育
等
、
ど
の
領
域
を
改
善
す
る
の
か
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

今
後
は
子
育
て
支
援
策
と
し
て
15
歳
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
の
医
療
費
の
無
料
化
を
進
め
る
。

現
状
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が

な
い
よ
う
努
め
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

中
頓
別
再
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
鍵
）
の
一
つ

は
、
財
政
の
健
全
化
で
あ
る
。
中
頓
別
中
学
校

や
町
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
色
々
な
施
設
が
老
朽

化
し
て
き
て
お
り
、
建
て
替
え
に
備
え
、
22
年

度
中
に
公
共
施
設
の
整
備
基
金
を
創
設
し
て
、

将
来
の
更
新
に
備
え
る
財
源
を
積
み
立
て
た
い
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
健
康
と
環
境
が
あ
げ
ら
れ

る
。
町
民
が
こ
の
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
と
の
連
携
を
図
る

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。
環
境
分
野
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画

の
中
で
も
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
本
町
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
維
持
発
展
さ
せ
て
、
子
々
孫
々

ま
で
こ
の
自
然
環
境
を
守
り
育
て
て
い
き
た
い
。

病院は診療所化せず
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そうや自然学校の担い手に専門家を！
西 原 央 騎

　

自
然
学
校
の
運
営
と
担
い
手
は
？

問

新規就農は最良の移住・定住策

　

そ
う
や
自
然
学
校
は
、
平
成
21
年
度
で

試
行
的
な
運
営
が
終
わ
る
。

　

来
年
度
か
ら
の
運
営
内
容
と
担
い
手
に

つ
い
て
具
体
的
な
展
望
を
伺
う
。

　

ま
た
、
敏
音
知
地
区
に
あ
る
観
光
施
設

群
を
一
体
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
あ

り
、
自
然
学
校
の
担
い
手
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
自
然
素
材
を
高
め
て
い
け
る
専
門

的
な
知
識
を
持
つ
人
材
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

自
然
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
町
民
向
け
の
事
業
が

多
く
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
よ
り
都
市
と
の

交
流
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

担
い
手
と
な
る
人
材
は
、
専
門
性
を
有
す
る
人
材

が
望
ま
し
い
が
、
現
在
い
る
人
材
の
育
成
を
基
本
に
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
補
っ
て
い
き
た
い
。
改
め
て
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
考
え
る
会
議
を
開
催
し
、
敏
音
知
地

域
の
観
光
振
興
の
視
点
か
ら
取
り
組
む
よ
う
に
し
た

い
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

国
立
や
道
立
の
自
然
学
校
や
青
少
年
研
修
村
等
が
、

利
用
頻
度
が
少
な
く
て
廃
止
の
状
況
に
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
ほ
か
の
地
域
と
比
較
し
て
特
色
あ
る
施

設
運
営
を
し
な
け
れ
ば
、
利
用
頻
度
は
上
が
ら
な
い
。

　

地
域
の
人
た
ち
の
協
力
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
恵

を
貸
し
て
い
た
だ
い
て
、
特
色
あ
る
施
設
運
営
を
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答

西 原 央 騎
　

奥
村
産
業
建
設
課
長

答　

新
規
就
農
に
対
す
る
実
際
の
組
織
活
動
と

し
て
、
町
産
業
建
設
課
、
Ｊ
Ａ
中
頓
別
営
農

部
、
農
業
委
員
会
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
、
な
か
と
ん
べ
つ
動
物
病
院
、
Ｊ
Ａ
中
頓

別
町
青
年
部
、
Ｊ
Ａ
中
頓
別
町
女
性
部
、
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
、
指
導
農
業
士
及
び
農
業
士
で
構

成
す
る
「
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
事
業

推
進
本
部
」
を
設
置
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
回
、
就
農
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
る
の

で
、
４
月
以
降
受
け
入
れ
を
進
め
て
い
く
。

　

今
後
は
、
経
営
譲
渡
に
前
向
き
な
農
家
の

調
査
を
進
め
な
が
ら
、
新
規
就
農
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

　

就
農
に
関
す
る
情
報
等
に
つ
い
て
は
、
広

く
報
告
を
行
い
農
業
関
係
者
や
町
民
に
協
力

を
お
願
い
し
て
い
く
。

　

実
行
力
あ
る
新
規
就
農
対
策
を
！

問　

本
町
で
は
、
主
産
業
で
あ
る
酪
農
業
へ
の

新
規
就
農
に
結
び
つ
く
政
策
や
取
り
組
み
事

例
が
な
く
、
農
家
戸
数
の
減
少
に
対
し
て
実

行
力
の
あ
る
対
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
新

規
就
農
政
策
に
取
り
組
む
「
農
業
担
い
手
育

成
セ
ン
タ
ー
」
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
？

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
、
新
規
就

農
希
望
者
へ
の
支
援
と
な
っ
て
い
る
の
か
、

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
情
報
公
開
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

　奥村産業建設課長 エ
ゾ
シ
カ
対
策
は
食
害

　

事
故
防
止
の
両
面
か
ら
！

東
海
林

繁

幸

問　駆除対策の強化を！
　私は昨年９月議会の一般質問でエゾ
シカの駆除対策の強化（奨励金、残滓
処理対策）と農業者への駆除情報の周
知などについて質問したが、その後ど
うなったか。
　枝幸署管内で平成21年に届出のあっ
たエゾシカとの交通事故は約50件。そ
のうち本町は、13件だが、事故として
届け出のない件数は倍以上と思われる。
　一次処理施設の設置と食害問題だけ
ではなく、交通安全上の問題について
も伺う。

答
　農家個々にエゾシカの頭数調整の期間延長
の周知と被害がある場合は産業建設課あるい
は直接狩猟ハンターへ依頼するよう案内して
いる。
　年々エゾシカとの交通事故の件数も増えて
きており、今後対策に取り組んでいきたい。

　野邑町長答
　１次処理施設を南宗谷に置き、処理した良
質な肉を豊富町に持っていくシステムをつく
りたいと考えている。住民の命を守る対策の
一環として、宗谷町村会や総合開発期成会、
または定住自立圏構想の中で実現できるよう
働きかけていきたい。
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国
の
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
に
基

づ
き
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締
結
、

変
更
を
議
会
の
議
決
事
項
と
す
る
条
令
の

制
定
で
す
。
（
３
月
15
日
可
決
・
公
布
日

か
ら
施
行
）

　

中
頓
別
町
農
業
共
同
組
合
が
農
家
個
々

の
生
産
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
、
規
模
拡

大
資
金
を
創
設
。
生
産
基
盤
の
拡
大
す
る

組
合
員
に
対
し
貸
し
付
け
る
貸
付
金
利
息

の
一
部
を
町
が
助
成
す
る
条
例
の
制
定
で

○ 

議
案
議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
定

　

 

住
自
立
圏
形
成
協
定
の
議
決
に
関

　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
酪
農
生

　

 

産
規
模
拡
大
推
進
資
金
利
子
助
成

 　

に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
３
号　

中
頓
別
町
職
員
の

　

 

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

　

 

例
及
び
職
員
給
与
条
例
（
一
部
改
正
）

議案審査のあらまし
　第１回定例会では、各会計新年度予算、
財政健全化計画、教育委員会関連の条例
の見直し、稚内市を中心都市とした定住
自立圏の形成協定条例など４８件の議案
が審議されました。
　このうち、各会計新年度予算（付託）
を除く議案は、本会議で審議され、すべ
て原案どおり可決されました。

乳幼児等医療費助成に関する条例が改正され、
中学生まで医療費無料化拡大！

　

労
働
基
準
法
、
一
般
職
の
職
員
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
一
定
時

間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
、
超

勤
代
休
時
間
を
指
定
で
き
る
制
度
が
新
設

さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
条
例
改
正
で
す
。

（
３
月
15
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

○ 

議
案
第
４
号　

重
要
な
公
の
施
設

 　

並
び
に
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

　

 

重
要
な
公
の
施
設
の
利
用
又
は
廃

　

 

止
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
５
号　

中
頓
別
町
立
学
校

　

 

施
設
の
使
用
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
６
号　

小
頓
別
多
目
的
集

　

 

会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
７
号　

中
頓
別
町
民
セ
ン

　

 

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す

　

 

る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
８
号　

中
頓
別
町
郷
土
資

　
 

料
館
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る

　
 

条
例
（
制
定
）

○ 
議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
創
作
活

　

 
動
施
設
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

　

「
中
頓
別
町
青
少
年
宿
泊
研
修
セ
ン
タ

ー
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
条
例
」
の
廃

止
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。
（
３
月
15
日

可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

す
。
（
３
月
15
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）
○ 

議
案
第
10
号　

中
頓
別
町
青
少
年

　

 

宿
泊
研
修
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

 　

理
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

　

 

条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
11
号　

中
頓
別
町
体
育
館

 　

設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例

 　

（
制
定
）

○ 

議
案
第
12
号　

中
頓
別
町
山
村
水

　

 

泳
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
等
に

　

 

関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
13
号　

中
頓
別
ふ
れ
あ
い

 　

ス
ポ
ー
ツ
広
場
設
置
及
び
管
理
等

 　

に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
14
号　

中
頓
別
町
青
少
年

　

 

柔
剣
道
場
設
置
及
び
管
理
等
に
関

　

 

す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
15
号　

中
頓
別
町
寿
ス
キ

　

 

ー
場
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る

　

 

条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
16
号　

中
頓
別
町
テ
ニ
ス

 　

コ
ー
ト
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す

 　

る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
17
号　

中
頓
別
町
ゴ
ル
フ

　

 

練
習
場
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す

　

 

る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
18
号　

中
頓
別
町
寿
パ
ー

 　

ク
ゴ
ル
フ
場
設
置
及
び
管
理
等
に

 　

関
す
る
条
例
（
制
定
）

　

こ
れ
ら
の
教
育
委
員
会
（
社
会
教
育
）

施
設
に
関
す
る
条
例
は
、
既
存
条
例
の
見

直
し
（
全
部
改
正
・
廃
止
・
一
部
改
正
）

に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

稚
内
市
と
の
協
定
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

Ｑ
　

稚
内
市
の
中
心
市
宣
言
に
よ
り
、
産
業

振
興
の
分
野
で
は
広
域
的
な
観
光
の
取
り

組
み
、
有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
が
連
携
可
能

で
あ
る
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
人
材

育
成
と
し
て
職
員
研
修
な
ど
人
的
交
流
も

協
定
可
能
な
項
目
と
考
え
て
い
る
。
今
後

さ
ら
に
項
目
を
つ
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

特
別
交
付
税
措
置
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。　
　
　
　
　
　

（
本
多
議
員
）

Ｑ
　

連
携
す
る
町
村
側
の
負
担
額
を
算
定
基

礎
に
最
大
１
千
万
円
が
交
付
さ
れ
る
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
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定住自立圏構想で稚内市と広域連携
　乳幼児等医療費助成条例改正！ 15 歳まで無料化拡大

○ 

議
案
第
19
号　

中
頓
別
町
乳
幼
児

 　

等
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
（

　

 

一
部
改
正
）

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
康
の

向
上
と
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
満
12
歳
か
ら
15
歳

ま
で
医
療
費
の
無
料
化
を
拡
大
す
る
条
例

改
正
で
す
。
（
３
月
15
日
可
決
・
４
月
１

日
施
行
）

○ 

議
案
第
20
号　

重
度
心
身
障
害
者

　

 

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費

　

 

の
助
成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
肝
臓
機
能
障
害
が
新
た
に

○ 

議
案
第
21
号　

そ
う
や
自
然
学
校

　

 

の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条

　

 

例
（
一
部
改
正
）

　

そ
う
や
自
然
学
校
の
改
修
に
伴
い
、
本

格
的
に
宿
泊
体
験
研
修
等
の
受
け
入
れ
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
事
業
運
営

の
収
益
性
を
改
善
す
る
た
め
宿
泊
体
験
料

の
新
設
を
は
じ
め
、
カ
ヌ
ー
体
験
料
な
ど

を
加
算
し
た
日
帰
り
体
験
料
、
年
間
会
員

制
度
に
登
録
し
た
会
員
の
年
間
体
験
料
の

新
設
な
ど
が
主
な
条
例
改
正
内
容
で
す
。

（
３
月
15
日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

身
体
障
害
者
の
認
定
基
準
に
追
加
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
条
例
改
正
で
す
。
（
３
月
15

日
可
決
・
４
月
１
日
施
行
）

　

目
的
以
外
の
使
用
も
可
能
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
米
屋
教
育
長
）

Ａ
　

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
ゴ
ル
フ
練

習
場
は
い
ず
れ
も
使
用
料
（
利
用
料
）
が

無
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
管

理
者
が
管
理
を
代
行
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
利
用
料
が
入
ら
な
い
の
に
指
定

管
理
者
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
法
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
単
純
な
管

理
業
務
で
あ
れ
ば
、
委
託
契
約
で
十
分
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設

に
関
す
る
条
例
を
一
括
化
し
、
整
合
性
を

と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
（
柳
澤
議
員
）

Ｑ
　

両
施
設
は
使
用
料
が
無
料
な
の
で
指
定

管
理
者
制
度
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
好
ま
し

く
な
い
と
思
う
。
単
純
業
務
に
つ
い
て
は
、

委
託
化
す
る
な
ど
見
直
し
た
い
。
条
例
の

一
括
化
は
今
後
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ

　

助
成
の
申
請
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
議
員
）

Ｑ
　

医
療
機
関
の
領
収
書
に
よ
り
そ
の
都
度

申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ

　

宿
泊
が
は
じ
ま
る
が
、
危
機
管
理
・
ス

タ
ッ
フ
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

（
西
原
議
員
・
東
海
林
議
員
）

Ｑ
　

経
営
計
画
の
中
で
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

Ａ

　

見
直
し
に
当
た
っ
て
の
共
通
事
項
は
、

条
項
の
作
り
方
を
統
一
し
た
こ
と
、
使
用

時
間
や
休
館
日
を
条
例
で
定
め
た
こ
と
、

使
用
料
金
を
原
則
１
時
間
当
た
り
料
金
と

し
た
こ
と
、
使
用
料
の
減
免
や
申
請
・
許

可
様
式
は
、
規
則
に
委
ね
た
こ
と
な
ど
で

す
。
（
い
ず
れ
も
３
月
15
日
可
決
・
４
月

１
日
施
行
）

　

郷
土
資
料
館
の
入
館
料
に
つ
い
て
、
団

体
割
引
扱
い
を
受
け
ら
れ
る
の
は
20
名
以

上
で
あ
る
が
、
学
校
の
一
ク
ラ
ス
人
数
の

実
態
に
あ
わ
せ
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

（
本
多
議
員
、
東
海
林
議
員
）

Ｑ
　

管
内
の
子
ど
も
た
ち
の
数
な
ど
を
調
査

の
上
検
討
し
た
い
。
（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ
　

創
作
活
動
施
設
は
、
公
の
施
設
で
あ
る

が
、
条
例
の
目
的
に
謳
わ
れ
た
以
外
で
の

使
用
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　

（
本
多
議
員
、
東
海
林
議
員
）

Ｑ

　現在、日本では少子化・高齢化が
急速に進行しており、今後は三大都
市圏においても地方圏においても人
口が減少し、過密なき過疎の時代が
来ると言われています。特に地方で
は、単独の自治体では安心して定住
するために必要な生活機能をフルセ
ットで揃えられないという事態が想
定されます。 
　定住自立圏構想は、複数の市町村
が互いに役割を分担して連携するこ
とにより、「定住」のために必要な
生活機能を、単体の市町村ではなく
総体として確保するとともに、「自
立」のための経済基盤や地域の誇り
を培い、全体として魅力あふれる地
域（定住自立圏）を形成していくこ
とを目的としています。

◆定住自立圏構想とは

　生活に必要な都市機能について既
に一定の集積があり、周辺市町村の
住民もその機能を活用しているよう
な都市を中心市（全国２４３市、う
ち道内１３市）と呼び、周辺にある
市町村と地域全体における人口定住
のために連携しようとする中心市が、
圏域として必要な生活機能の確保に
関して中心的な役割を担う意思を有
すること等を明らかにするため、「
中心市宣言書」を作成し、公表する
ことを中心市宣言といいます。 
　中心市宣言書には、地域全体の中
心的な役割を担うという意思、都市
機能の集積等、周辺市町村と連携す
ることを想定する取組、連携する意
思を有する市町村の名称などを記載
することとされています。 
　平成２２年３月２日、稚内市は周
辺の町村（連携の意思を有する宗谷
管内９町村）と連携し、その中心的
役割を担うため、定住自立圏構想「
中心市宣言」を行いました。

◆中心市・中心市宣言とは

（稚内市のＨＰより）
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財政健全化計画は平成 22 年度終了の見通し
　　自動車学校事業特会へ一般会計から繰出金

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
す
べ
て
の
環

境
（
過
程
・
学
校
・
地
域
）
を
安
全
、
安

心
と
す
る
努
力
を
す
べ
て
の
町
民
が
高
い

意
識
を
も
ち
取
り
組
む
た
め
の
宣
言
へ
の

同
意
で
す
。
（
３
月
17
日
可
決
）

○ 

議
案
第
28
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
７

千
１
９
９
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

は
36
億
２
千
５
７
５
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
町
税
の
合
計
が
１
億
７
千
３

８
２
万
円
に
。
地
方
交
付
税
は
約
１
億
９

千
万
円
追
加
補
正
さ
れ
、
合
計
22
億
３
７

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
年
度
末
を
迎
え
、
決
算
見

込
み
に
基
づ
く
不
用
額
の
精
査
の
ほ
か
、

国
の
「
地
域
活
性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時

交
付
金
事
業
」
（
別
表
）
と
し
て
１
億
円

を
計
上
。
主
に
森
林
作
業
道
の
整
備
や
公

営
住
宅
解
体
、
歯
科
診
療
所
の
改
修
な
ど

の
工
事
請
負
費
と
し
て
、
翌
年
度
に
予
算

を
繰
り
越
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
へ
の
繰
出
金
は
、

１
億
８
千
７
６
３
万
円
追
加
さ
れ
、
合
計

３
億
７
千
３
６
５
万
円
に
。
基
金
費
は
、

財
政
調
整
基
金
の
１
億
円
を
は
じ
め
と
し

て
、
約
１
億
５
千
万
円
が
追
加
さ
れ
、
合

計
１
億
７
千
58
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
26
号　

北
海
道
市
町
村
職

 　

員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更

　

胆
振
西
部
衛
生
組
合
及
び
網
走
支
庁
管

内
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
の
解
散
脱
退

し
た
こ
と
に
よ
り
、
本
町
も
加
盟
す
る
同

組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
構
成
団

体
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。
（

３
月
９
日
可
決
）

○ 

議
案
第
27
号　

北
海
道
市
町
村
総

　

 

合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
46
号　

中
頓
別
町
公
平
委

　

 

員
会
の
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

　

 

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
47
号　

中
頓
別
町
人
事
行

　

 

政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

　

 

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
48
号　

中
頓
別
町
「
こ
ど

 　

も
の
安
全
、
安
心
な
町
」
宣
言

　

胆
振
西
部
衛
生
組
合
、
網
走
支
庁
管
内

町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
及
び
留
萌
広
域

行
政
組
合
の
解
散
脱
退
、
留
萌
市
外
２
町

衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
の
団
体
名
称
変
更
の

た
め
、
本
町
も
加
盟
す
る
同
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
構
成
団
体
議
会
の
議

決
を
求
め
た
も
の
で
す
。
（
３
月
９
日
可

決
）

　

条
例
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
地
方
公
務

員
法
の
条
文
が
現
行
規
定
と
異
な
る
た
め

改
正
す
る
も
の
で
す
。
（
い
ず
れ
も
３
月

17
日
可
決
・
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

に
よ
り
、
本
町
も
加
盟
す
る
同
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
構
成
団
体
議
会
の

議
決
を
求
め
た
も
の
で
す
。
（
３
月
９
日

可
決
）

○ 

議
案
第
22
号　

中
頓
別
町
営
公
園

　
 

の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条

 　

例
（
一
部
改
正
）

　

大
畑
山
展
望
台
を
町
営
公
園
の
ひ
と
つ

に
位
置
づ
け
、
公
の
施
設
と
し
て
適
切
な

管
理
（
直
営
）
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正

で
す
。
（
３
月
15
日
可
決
・
４
月
１
日
施

行
）

○ 

議
案
第
23
号　

財
政
健
全
化
計
画

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
早
期
健
全
化

健
全
化
団
体
と
な
っ
た
本
町
が
財
政
健
全

化
を
図
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

個
別
外
部
監
査
結
果
を
反
映
し
た
財
政

悪
化
の
要
因
分
析
、
健
全
化
の
基
本
方
針

・
目
標
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
網
羅
さ

れ
て
お
り
、
計
画
期
間
は
平
成
21
年
度
か

ら
22
年
度
ま
で
の
２
年
間
で
す
。
（
３
月

９
日
可
決
）

○ 

議
案
第
24
号　

中
頓
別
町
道
路
線

　

 

の
変
更

　

６
条
通
り
線
、
あ
か
ね
１
条
通
り
線
、

あ
か
ね
２
条
通
り
線
、
７
丁
目
線
、
８
丁

目
線
の
改
良
等
に
よ
る
幅
員
、
延
長
、
起

終
点
地
番
等
の
変
更
で
す
。
（
３
月
９
日

可
決
）

○ 

議
案
第
25
号　

北
海
道
町
村
議
会
議

　

 

員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　

胆
振
西
部
衛
生
組
合
の
解
散
脱
退
、
釧

路
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
及
び
留
萌
広

域
行
政
組
合
が
団
体
名
称
を
改
正
し
た
こ
と

○ 

議
案
第
29
号　

自
動
車
学
校
事
業

　

 

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
44
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
３
千
４
０
１

万
円
に
。
生
徒
数
の
減
な
ど
で
収
入
が
伸

び
悩
み
、
一
般
会
計
か
ら
７
９
３
万
円
の

繰
入
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

○ 

議
案
第
30
号　

国
民
健
康
保
険
事

　

 

業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
31
号　

老
人
保
健
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
千

２
６
６
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は

３
億
３
千
９
０
９
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
渡
り
廊
下
修
繕
予
算
が

減
額
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
議
員
）

Ｑ

　

生
徒
数
を
増
や
す
方
策
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
議
員
）

Ｑ
　

生
徒
数
を
増
や
す
妙
案
は
な
い
。
授
業

料
は
全
道
平
均
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
料
金
を

下
げ
る
予
定
は
な
い
。
高
校
卒
業
者
数
は

前
年
度
に
比
べ
多
か
っ
た
が
、
入
校
者
は

少
な
か
っ
た
。
今
後
対
策
を
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
浅
野
自
動
車
学
校
長
）

Ａ
　

壁
の
脱
落
、
雪
解
け
水
が
入
る
な
ど
の

問
題
が
あ
り
、
職
員
の
手
に
よ
る
改
修
を

予
定
し
て
い
た
が
難
し
く
断
念
し
た
。
体

育
館
に
水
飲
み
場
を
設
置
し
、
利
用
者
が

町
民
セ
ン
タ
ー
側
に
こ
な
く
て
済
む
よ
う

に
し
た
い
。　
　
　

（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ

ル
を
定
め
対
応
し
て
い
き
た
い
。
必
要
に

応
じ
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
り
、
次
年

度
以
降
の
対
応
を
考
え
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

【
主
な
質
疑
】

平
成
21
年
度
補
正
予
算

平
成
21
年
度
補
正
予
算

平
成
21
年
度
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１
３
７
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○ 

議
案
第
34
号　

下
水
道
事
業
特
別

　

 

会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
35
号　

介
護
保
険
事
業
特

　

 

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
５

７
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
１
億

１
千
５
４
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
33
号　

水
道
事
業
特
別
会

　

 

計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
32
号　

国
民
健
康
保
険
病

 　

院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

病
院
事
業
収
益
で
は
、
他
会
計
補
助
金

か
ら
組
み
替
え
て
、
医
業
収
益
に
他
会
計

負
担
金
を
新
設
し
３
千
２
５
７
万
円
を
計

上
。
医
業
外
収
益
に
も
他
会
計
負
担
金
を

新
設
し
１
億
１
千
９
５
３
万
円
を
計
上
。

収
益
合
計
は
４
億
７
千
７
８
２
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

○ 

議
案
第
36
号　

後
期
高
齢
者
医
療

　

 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
82
万

円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
２
千
５
９

９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

９
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
１
億

８
千
７
０
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
３
７
８

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
費
用
で
は
、
材
料
費
（
主
に

薬
剤
費
）
で
１
千
２
６
９
万
円
、
医
師
確

保
の
た
め
の
旅
費
と
し
て
20
万
円
を
計
上

し
、
総
額
は
４
億
７
千
３
７
３
万
円
に
。

資
本
的
収
入
４
千
７
２
２
万
円
が
資
本
的

支
出
６
千
９
５
０
万
円
に
対
し
て
不
足
す

る
額
２
千
２
２
８
万
円
は
、
当
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
７
７

万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
７
千
９

０
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
２

懸
案
の
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
外
壁
改
修
工
事
に
着
手
！

　『地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業』は、国の緊急経
済対策として創設されました。
　交付対象事業は、地域の活性化に貢献するきめ細かいインフ
ラ整備事業であり、交付限度額は、自治体の人口など外形標準
によって決定されます。
　各自治体は、橋梁の補修、都市部の緑化、森林の道路網整備、
公用施設の建設・修繕などの地方単独事業などに交付金を充て
るため、限度額の範囲内で実施計画をつくり国に提出します。
　本町では、平成22年度当初予算事業やこれまで要望があって
も着手できなかった事業を中心に実施計画に盛り込まれ、１億
円が交付されることになりました。
　これらの事業予算は、平成21年度一般会計補正予算に計上さ
れましたが、翌年度に予算を繰り越して実施されます。
●森林作業道路網整備事業　4,577万円
　森林資源の有効活用及び森林環境保全、景観に配慮した間伐
主体の複林層化を推進するための作業道の新設・改良工事
　・町有林路網整備調査設計業務委託料　805万円
　・工事請負費（鍾乳洞２号線、寿２号線、岩手２号線、栄１
　　号線、栄２－１号線、栄３号線、神崎１号線）3,772万円
●公営住宅等整備事業　1,038万円
　老朽化し空き家となっている公営住宅等を維持管理・防犯・
景観等から解体撤去（かえで団地２棟８戸）。居住環境向上の
ため、屋根・手すり塗装（あかね団地の一部）工事
●消防吏員待機宿舎水洗化事業　320万円
　吏員宿舎（２棟４戸）の下水道接続工事
●観光施設修繕事業　1,145万円
　ピンネシリ温泉外壁改修、敏音知地区公共施設インターネッ
ト環境整備事業、ピンネシリコテージ屋根塗装工事
●橋梁改修事業　1,450万円
　通行車両の大型化による幅・荷重の見直しと安全な通行の確
保、侵食による危険対策工事（神埼3号橋架替工事他）
●町道等補修事業　1,150万円
　歩道（縁石）破損箇所の補修及び平成21年11月豪雨による法
面崩壊箇所の復旧工事（敏音知温泉２号線歩道改修、町道豊泉
３号線ほか）
●社会教育施設改修事業　232万円
　町民体育館物置の解体・物品庫棚の設置、町民センター自動
ドア改修、町民プールろ過機改修工事
●歯科診療所改修事業　89万円
　歯科診療所の断熱対策工事

地域活性化・きめ細かな臨時交付金

1 億円事業は 22 年度実施！



新年度予算のあらまし
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　全会計予算額は、43億331万円となり、対前年度比で1億1,832万円（2.8％）
の増となりました。
　このうち、一般会計は6,830万円（2.3％）の伸びとなりました。
　歳入は、町民所得の減少を考慮し、町税を対前年度比で360万円（2.2％）
の減とし、国の地方財政計画により増収が見込まれる地方交付税も前年度並
みで計上するなど、景気の先行きなど不安定要素も加味した慎重な予算設計
となりました。町債も公債費負担適正化計画に基づき、普通建設事業を抑制
したことにより950万円（5.0％）の減となりました。
　歳出は、職員数の減少により、給与費が減少したものの、前年度に８名の
職員が退職したため、退職手当負担金の追加が生じ、人件費は1,690万円（3.4
％）の増。子ども手当ての影響で扶助費も1,410万円（7.5％）増加しています。
　本町は、財政健全化法により、早期健全化団体となりましたが、公債費は、
償還のピークを過ぎているため、3,370万円（3.4％）の減となりました。
予算執行にあたっては、行政サービスの維持、効率の追求とともに、一層の
経費節減、財源確保に努め収支均衡を実現することが求められています。

■各会計予算の状況 （単位：万円）

比   較年 度 別

会 計 別

２２年度

予算額

２１年度

予算額 金 額 率％

一 般 会 計 29 億 7,864 29 億 1,034 6,830 2.3
自動車学校事業特別会計 3,081 3,341 ▲260 ▲7.8
国民健康保険事業特別会計 3 億 2,872 3 億 414 2,458 8.1
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 37 130 ▲93 ▲71.5

収益的収支 5 億 1,477 4 億 6,654 4,823 10.3国民健康保険

病院事業会計 資本的支出 5,167 5,401 ▲234 ▲4.3
水 道 事 業 特 別 会 計 7,874 7,625 249 3.3
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1 億 130 1 億 2,107 ▲1,977 ▲16.3
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1 億 9,345 1 億 9,122 223 1.2
後期高齢者医療事業特別会計 2,484 2,671 ▲187 ▲7.0

合     計 43 億 331 41 億 8,499 11,832 2.8

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成

22
年
度
各
会
計
９
予
算
案
は
、
３
月

15
日
に
上
程
に
さ
れ
、
議
員
全
員
で

構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

（
柳
澤
雅
宏
委
員
長
）
に
付
託
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
３
月
16
日
、

17
日
に
集
中
審
査
を
行
い
、
附
帯
意

見
を
つ
け
て
可
決
。
再
開
後
の
本
会

議
で
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
４
３
億
３
３
１
万
円

平
成
二
十
二
年
度
九
会
計
予
算
成
立

一
般
会
計
対
前
年
度
比
２
・
３
％
の
伸
び

平成22年度各会計予算を原案どおり可決



■一般会計 
歳 入                     （単位：万円）

款 22 年度 21 年度 比較 増減％

町 税 16,291 16,651 ▲360 ▲2.2
地 方 譲 与 税 6,360 6,770 ▲410 ▲6.1
地 方 交 付 税 201,387 202,000 ▲613 ▲0.3
使用料手数料 6,154 6,406 ▲252 ▲3.9
国 庫 支 出 金 19,058 12,610 6,448 51.1
道 支 出 金 15,006 12,127 2,879 23.7
財 産 収 入 732 872 ▲140 ▲16.1
繰 入 金 4,232 3,909 323 8.3
諸 収 入 5,265 4,788 477 10.0
町 債 18,100 19,050 ▲950 ▲5.0
そ の 他 5,279 5,851 ▲572 ▲9.8
合  計 297,864 291,034 6,830 2.3

歳 出 

款 22 年度 21 年度 比較 増減％

議 会 費 3,938 3,844 94 2.4
総 務 費 51,127 48,696 2,431 5.0
民 生 費 28,882 28,312 570 2.0
衛 生 費 20,362 20,039 323 1.6
労 働 費 2,746 0 2,746 0.0
農林水費 19,488 17,017 2,471 14.5
商 工 費 6,106 6,173 ▲67 ▲1.1
土 木 費 20,668 19,808 860 4.3
消 防 費 14,172 13,781 391 2.8
教 育 費 15,802 15,861 ▲59 ▲0.4
公 債 費 96,023 99,393 ▲3,370 ▲3.4
諸支出金 18,499 18,059 440 2.4
そ の 他 51 51 0 0.0
合  計 297,864 291,034 6,830 2.3

なかとんべつ町議会だより１６７号15

（単位：万円） 

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

地方バス路線維持対策費補助事業 1,882 生活交通路線維持買い支え他 

広島県大崎上島町交流推進事業 87 負担金（訪問・受入分）他 

総 務 費 

財務会計システム導入事業 1,000 財務諸表作成システム導入の委託料 

 大拡を化料無の費療医でま生学中764 業事付給療医等児幼乳 費生民

労 働 費 緊急雇用創出対策推進事業 2,739 ふるさと雇用再生対策推進事業他 

林道事業（森林管理道弥生線開設事業） 3,501 林道開設延長 640ｍ 幅 4.0ｍ 農 林 水 産

業費 中核作業道豊平１号線開設事業 3,970 作業道開設延長 1,300ｍ 幅 4.0ｍ

商 工 費 新洞及び既存鍾乳洞保全調査設計業務委託 200 鍾乳洞の保存活用のための調査業務 

町道中頓別弥生線道路改良工事（交付金） 6,000 改良延長 300ｍ 幅 5.5ｍ 

町道中頓別弥生線舗装新設工事（交付金） 2,000 改良延長 370ｍ 幅 5.5ｍ 

町道１条通り線改良舗装工事（交付金） 3,400 改良舗装延長 130ｍ  

町道６丁目線改良舗装工事（交付金） 3,000 舗装・歩道延長 100ｍ 

土 木 費 

あかね団地公営住宅解体工事 435 昭和 39・40 年建設 2 棟 8 戸解体 

教 育 費 中頓別中学校施設維持管理事業 320 体育館耐震改修設計委託料 

病 院 事 業  他置装圧血動自間時42、計電心598 業事備整具器械機療医

予算計上された主な臨時事業

決算審査特別委員会の附帯意見
　本町は、財政健全化法に基づき、
平成21年度に早期健全化団体となり、
財政健全化計画が議決された。
　計画では、平成22年度決算をもっ
て、早期健全化団体から脱する見通
しであるが、予算の執行にあたって
は、気を緩めることなく、極力、歳
出の節減、歳入の確保に全力をあげ、
財政の自律と健全化を実現されたい。

Ⅰ

　行政は、「最小の経費で最大の効
果」を目指して行動すべきであり、
行政評価により、事業の質的向上と
事業成果の点検を図り、毎年度の予
算案に反映させるよう求める。
　また、包括的地域医療の推進体制
の構築など、政策執行にあたっては、
行政内部組織の有機的な連携を図り、
着実に実施されたい。

Ⅱ
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地
方
財
政
計
画
で
は
１
・
１
兆
円
の
地

方
交
付
税
が
増
額
さ
れ
て
い
る
。
本
町
に

は
、
ど
の
程
度
の
跳
ね
返
り
が
予
想
さ
れ

る
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

■
地
方
交
付
税

　

１
・
１
兆
円
の
増
額
で
あ
る
が
、
景
気

の
悪
化
で
自
治
体
の
税
収
が
落
ち
込
み
、

基
準
財
政
収
入
額
が
下
が
る
。
小
規
模
町

村
へ
の
配
慮
で
段
階
補
正
が
復
活
し
、
人

口
の
急
減
補
正
も
あ
る
こ
と
か
ら
勘
案
す

る
と
、
昨
年
度
並
と
し
た
今
の
予
算
に
対

し
１
億
８
千
万
円
程
度
の
留
保
を
持
っ
て

い
る
。
出
口
ベ
ー
ス
で
６
・
８
パ
ー
セ
ン

ト
の
伸
び
な
の
で
単
純
計
算
で
３
億
円
程

度
の
留
保
財
源
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

各
自
治
体
の
基
準
財
政
需
要
額
が
上
が
る

こ
と
を
加
味
し
て
も
最
終
的
に
２
億
円
程

度
の
留
保
財
源
は
持
つ
こ
と
に
な
る
と
思

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

主な質疑＆答弁
予算審査特別委員会

一
般
会
計
歳
入

Ｑ
　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
２
・
２

兆
円
）
は
、
制
度
の
内
容
が
不
透
明
で
あ

る
が
、
普
通
交
付
金
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な

る
の
か
。　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ Ａ
　

昨
年
度
の
国
の
地
域
雇
用
創
出
推
進
費

は
５
千
億
円
。
そ
れ
が
廃
止
さ
れ
、
22
年

度
は
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例
費

（
仮
称
）
と
な
り
９
千
８
５
０
億
円
で
概

ね
倍
と
な
っ
た
。
昨
年
度
本
町
に
は
、
４

Ａ

千
５
０
０
万
円
が
普
通
地
方
交
付
税
と
し

て
入
っ
て
お
り
、
単
純
計
算
し
て
、
そ
の

倍
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

　

過
疎
債
は
、
ソ
フ
ト
事
業
も
対
象
に
な

る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
町
で
は
該
当
事
業

が
あ
る
か
。　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

各
課
の
事
業
を
集
約
し
、
今
年
の
秋
ま

で
に
過
疎
計
画
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。

医
師
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
ソ
フ
ト
事
業

で
対
象
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
省
令

が
出
て
か
ら
の
検
討
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

例
を
教
え
る
施
策
が
急
務
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
藤
田
委
員
）

　

環
境
学
習
等
に
関
す
る
具
体
的
な
事
業

費
の
予
算
は
、
当
初
予
算
に
ほ
と
ん
ど
計

上
し
て
い
な
い
。
今
後
、
北
海
道
市
町
村

振
興
協
会
等
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
財

源
を
確
保
し
た
い
。
本
町
に
お
け
る
環
境

基
本
条
例
、
こ
れ
か
ら
策
定
す
る
環
境
基

本
計
画
の
理
念
を
具
体
的
な
自
然
体
験
活

動
を
通
じ
て
町
民
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

広
島
県
大
崎
上
島
町
交
流
推
進
事
業
は
、

今
年
、
調
印
後
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

訪
問
団
の
体
制
充
実
を
図
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
実
行
委
員
会
は
ど
の
よ
う
に
組

織
さ
れ
る
の
か
。
訪
問
団
は
、
募
集
し
て

も
定
員
に
満
た
な
い
こ
と
が
多
く
二
次
募

集
も
行
わ
れ
て
き
た
が
、
町
民
か
ら
、
要

望
が
上
が
っ
て
い
る
の
か
。
交
流
事
業
の

成
果
は
な
に
か
。　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

こ
こ
数
年
、
参
加
者
を
募
集
し
て
も
１

回
で
集
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
る
の
は
確
か

で
あ
る
。
今
年
は
節
目
に
当
た
る
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
実

行
員
会
体
制
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
特

別
職
が
行
け
な
い
場
合
は
、
議
会
議
員
を

代
表
に
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
交
流
の
た

め
の
体
制
を
し
っ
か
り
作
り
た
い
。
開
拓

Ａ

■
町　

債

　

そ
う
や
自
然
学
校
の
臨
時
職
員
分
の
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
人
的
配
置
の

全
体
像
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
原
委
員
）

Ｑ
　

町
政
執
行
方
針
で
も
そ
う
や
自
然
学
校

を
核
に
環
境
教
育
、
環
境
学
習
に
積
極
的

に
取
り
組
む
姿
勢
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
環
境
基
本
条
例
を
町
民

に
浸
透
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
と
く
に
小

中
学
生
を
は
じ
め
、
若
い
町
民
に
こ
の
条

Ｑ
　

こ
れ
ま
で
、
自
然
学
校
に
関
し
て
は
、

社
会
教
育
主
事
１
名
と
観
光
協
会
に
業
務

委
託
を
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
１
名
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ね
お
す
に
委
託
を
し
て
配
置
し
て

い
る
職
員
１
名
で
運
営
し
て
き
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ね
お
す
へ
の
委
託
の
部
分
を
や
め

て
、
臨
時
職
員
１
名
雇
用
と
い
う
形
を
と

り
た
い
。
今
年
度
は
、
本
格
的
な
運
営
へ

の
移
行
期
間
で
あ
り
、
臨
時
的
に
対
応
し

た
上
で
、
23
年
度
に
向
け
て
の
体
制
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

予
算
計
上
し
て
い
な
い
が
、
本
来
、
地

球
温
暖
化
防
止
法
に
基
づ
い
て
自
治
体
と

し
て
の
実
行
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
責
務
が
あ
る
。
既
に
準
備
に
入
っ

て
お
り
、
22
年
度
の
早
い
段
階
で
最
初
の

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
後
、
毎
年
見
直
し

を
図
り
な
が
ら
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
。　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ

　

町
環
境
審
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
環
境

審
議
会
委
員
報
酬
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

環
境
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
予
算

か
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
星
川
委
員
）

Ｑ
　

地
球
温
暖
化
防
止
計
画
は
、
い
つ
ご
ろ

ま
で
に
作
成
す
る
予
定
か
。
（
藤
田
委
員
）

Ｑ
　

環
境
基
本
計
画
策
定
の
た
め
に
環
境
審

議
会
を
開
催
す
る
た
め
の
費
用
で
あ
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
環

境
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
専
門

的
な
助
言
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
予
算

計
上
し
た
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ ■
総
務
費

一
般
会
計
歳
出
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財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
導
入
で
、
事
務
の

簡
素
化
、
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
謳
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
人
件
費
等
は
ど
の
程
度

削
減
で
き
る
の
か
。
導
入
効
果
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

町
政
執
行
方
針
で
は
、
新
し
い
自
治
の

し
く
み
づ
く
り
の
た
め
、
自
治
基
本
条
例

の
早
期
制
定
と
引
き
続
き
中
長
期
行
財
政

運
営
計
画
に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
さ
れ

て
い
る
。
計
画
で
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

担
い
手
を
集
め
て
、
第
二
の
役
場
を
作
る

Ｑ

　

大
崎
上
島
町
と
の
交
流
推
進
事
業
は
、

実
行
委
員
会
形
式
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

の
か
。
実
行
委
員
会
は
名
ば
か
り
で
実
質

行
政
主
導
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
長
）

Ｑ

こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
た
。
行
政
、
町
民
組

織
、
町
民
個
々
の
や
る
べ
き
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
洗
い
出
し
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
「
補
完
性
の
原
理
」
で
あ
る
が
、
進
ん

で
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
（
石
神
委
員
）

　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用
率
と
事
業
の
総

括
的
な
収
入
に
つ
い
て
、
町
に
状
況
報
告

が
あ
る
か
。
昨
年
の
実
績
と
今
年
の
見
込

み
を
伺
う
。　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

の
礎
を
築
か
れ
た
方
の
出
身
地
で
あ
り
、

本
町
の
歴
史
、
成
り
立
ち
を
振
り
返
る
意

味
で
も
同
町
と
交
流
を
続
け
る
こ
と
は
、

意
味
が
あ
る
。
気
候
や
生
活
環
境
、
生
活

習
慣
等
が
異
な
る
人
た
ち
と
の
交
流
は
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
考
え
る
上
で
も
プ
ラ

ス
に
な
る
。
将
来
的
に
は
、
物
産
販
売
や

人
の
交
流
な
ど
、
経
済
的
な
効
果
も
生
み

出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

補
助
金
と
い
う
形
で
支
出
し
て
き
た
経

緯
も
あ
る
。
本
当
に
そ
れ
が
い
い
の
か
の

見
直
し
は
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
実
施

ま
で
の
間
、
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
長
所
の
一
つ
は
、

財
務
関
連
の
デ
ー
タ
が
電
子
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
新
公
会
計
対
応
の
財
務
４
諸

表
の
ほ
か
、
予
算
編
成
、
予
算
の
執
行
管

理
、
決
算
統
計
事
務
等
が
容
易
に
管
理
で

き
る
。
導
入
に
よ
る
人
員
削
減
と
な
る
と
、

す
で
に
定
員
管
理
計
画
を
上
回
る
速
さ
で

職
員
数
が
減
っ
て
お
り
非
常
に
厳
し
い
。

現
在
の
事
務
が
よ
り
効
率
的
に
な
る
の
は

間
違
い
な
い
の
で
今
以
上
に
財
務
担
当
者

を
増
や
さ
な
く
て
も
い
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
遠
藤
総
務
課
長
）

Ａ

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
感
染
予
防
の
血
液
検

査
は
、
ど
う
い
う
状
況
で
進
め
ら
れ
て
い

る
か
。　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
長
）

Ｑ 者
51
・
４
％
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
長
）

　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
は
、
毎
月
、
利
用

状
況
の
報
告
を
さ
せ
て
い
る
。
３
２
０
万

が
目
安
に
な
っ
て
い
て
、
過
去
に
お
い
て

は
、
平
成
19
年
が
１
万
１
千
円
程
度
下
回

っ
て
補
助
し
た
経
過
が
あ
る
。
そ
れ
以
外

は
、
３
２
０
万
を
超
え
て
い
る
。
た
だ
、

３
月
の
状
況
次
第
で
21
年
度
は
下
回
る
か

も
知
れ
な
い
。
今
の
段
階
で
は
判
断
し
難

い
。　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

21
年
度
か
ら
中
学
３
年
生
、
小
学
６
年

生
の
血
液
を
採
っ
て
、
検
査
機
関
に
出
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
を
基
に
、
異
常
が
あ

れ
ば
通
知
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
希

望
者
に
対
し
て
個
人
負
担
で
実
施
し
て
い

る
。　
　
　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
に
つ
い
て
、

当
初
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
な
い
実
態
が

あ
る
。
一
つ
は
、
人
員
の
削
減
と
と
も
に

行
政
の
業
務
も
縮
減
整
理
を
し
て
お
り
、

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
る
。
受
け
皿
と
な
る
組
織
体
制
と
し
て
、

自
治
会
連
合
会
に
丸
投
げ
の
よ
う
な
感
じ

で
ご
検
討
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
実
質
的

に
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
22
年
度
中
に
組

織
体
制
、
し
く
み
に
関
す
る
検
討
を
加
速

さ
せ
て
、
年
度
内
に
新
た
な
体
制
が
構
築

で
き
る
よ
う
に
進
め
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ
　

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用
形
態
は
、
通
院
、

買
い
物
な
ど
様
々
で
あ
る
。
本
来
の
目
的

は
、
通
院
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
現
在
は
、

様
々
な
使
い
方
が
さ
れ
て
い
る
。
２
月
末

の
利
用
率
は
、
高
齢
者
56
・
７
％
、
障
害

Ａ

交流２０年目の大崎上島（旧東野）町に多くの使節団を！
　　　　　財務会計システム導入で複式簿記会計報告可能に

■
民
生
費

■
衛
生
費

　

重
点
分
野
雇
用
創
造
事
業
の
中
の
町
有

林
森
林
環
境
管
理
事
業
は
、
誰
が
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、
産
業
建
設
課

が
実
施
す
る
。
内
容
は
、
作
業
道
の
雑
木

林
の
撤
去
、
路
肩
の
草
刈
等
を
行
っ
て
、

町
有
林
作
業
道
の
管
理
台
帳
の
整
備
を
行

Ａ ■
労
働
費

フルーツの島・大崎上島町との経済交流を盛んに
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地
域
資
源
を
活
か
し
た
社
会
的
起
業
化

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
創
出
事
業
で
、
２

名
の
職
員
を
雇
用
し
て
、
３
年
間
で
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
事
業
は
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
る
の
か
。
（
東
海
林
委
員
）

※
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
」
と
は
、
社

　

会
的
企
業
の
な
か
で
も
、
特
に
一
般
の

　

労
働
市
場
で
は
就
職
が
難
し
い
人
々
（

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、

　

刑
務
所
出
所
者
な
ど
）
の
雇
用
に
焦
点

　

を
あ
て
て
い
る
事
業
体
の
こ
と
。

Ｑ

　

地
域
に
お
け
る
保
健
福
祉
医
療
の
総
合

支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
、
保
健
師
１
名
、
事
務
１
名

で
行
っ
て
い
る
が
、
保
健
福
祉
課
の
所
管

で
は
な
い
か
。

　

高
齢
者
等
の
ニ
ー
ズ
調
査
は
行
っ
て
い

る
の
か
。　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
が
前
年

度
で
な
く
な
っ
た
。
継
続
の
見
通
し
は
あ

る
か
。　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

有
害
鳥
獣
対
策
費
で
、
エ
ゾ
シ
カ
の
捕

獲
報
償
費
と
し
て
昨
年
同
様
に
１
５
０
頭

分
計
上
し
て
い
る
が
、
捕
獲
の
実
績
は
半

数
程
度
で
あ
る
。
目
標
を
達
成
で
き
る
と

思
う
か
。
残
滓
処
理
の
問
題
と
と
も
に
伺

う
。　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

う
予
定
で
あ
る
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
既

存
作
業
員
１
名
、
新
規
作
業
員
３
名
の
２

カ
月
間
の
雇
用
を
確
保
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　

（
奥
村
産
業
建
設
課
長
）

都
合
で
辞
め
不
在
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局
長
も
同
行
し

な
が
ら
単
身
高
齢
者
宅
と
高
齢
者
の
み
の

世
帯
等
を
訪
問
し
実
態
の
聞
き
取
り
を
行

っ
て
き
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
保
健
予

防
係
の
カ
ル
テ
等
を
見
な
が
ら
分
析
を
し

て
き
た
。
保
健
予
防
、
病
院
、
福
祉
、
介

護
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
段
階
で
は
あ
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
保
健
師
が
見
つ
か

ら
な
い
た
め
停
滞
状
況
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
長
）

　

本
事
業
の
委
託
先
は
、
南
宗
谷
福
祉
会
で

あ
る
。
福
祉
会
が
事
務
局
と
な
っ
て
地
域
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
協
議
会
を
設
立
し

て
お
り
、
既
に
３
回
の
会
議
を
開
催
し
て
い

る
。

　

当
初
か
ら
、
中
農
高
の
跡
地
活
用
策
と
し

て
天
北
厚
生
園
施
設
の
移
転
に
合
わ
せ
て
、

Ａ

　

ニ
ー
ズ
調
査
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

方
で
、
対
象
者
を
絞
り
行
っ
て
い
る
。
現

在
、
今
ま
で
雇
っ
て
い
た
保
健
師
が
自
己

Ａ

　

森
林
愛
護
組
合
連
合
会
補
助
金
に
つ
い

て
、
組
合
員
は
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
森
林

を
所
有
し
て
い
る
方
々
で
あ
り
、
自
分
た

ち
の
財
産
を
守
る
と
い
う
行
為
な
の
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

平
成
21
年
度
年
度
の
駆
除
実
績
は
、
１

５
０
頭
の
予
定
に
対
し
て
、
現
在
の
と
こ

ろ
78
頭
で
あ
る
。
22
年
度
計
画
も
同
数
を

予
定
し
て
い
る
。
報
償
費
を
５
百
円
値
上

げ
し
た
の
で
、
猟
友
会
、
ハ
ン
タ
ー
の
方

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
目
標
を
達
成
し
た

い
。
残
滓
処
理
は
、
本
町
だ
け
で
な
く
、

管
内
ど
こ
の
町
村
も
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る

問
題
で
あ
る
。
管
内
の
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
ど
う
い
う
対
応
が
で
き
る
か
現
在
、

協
議
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

（
奥
村
産
業
建
設
課
長
）

Ａ
　

愛
護
組
合
に
は
、
火
の
用
心
の
啓
蒙
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
実
際
、
現
物

支
給
等
に
よ
っ
て
、
補
助
金
も
要
ら
な
く

な
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
組
合
連
合

会
の
会
議
で
、
補
助
金
の
中
止
と
最
低
限

の
現
物
支
給
で
対
応
し
て
も
ら
え
る
か
、

相
談
し
た
い
。　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

障
害
者
自
立
支
援
法
下
に
お
け
る
新
体
系

へ
の
移
行
を
目
指
し
て
い
る
。
委
託
業
務

の
準
備
と
い
う
こ
と
で
、
雇
用
し
た
２
名

の
職
員
も
施
設
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。
Ｂ
型
作
業
所
の
可
能

性
や
授
産
の
仕
組
み
を
考
え
る
一
方
で
、

施
設
か
ら
出
て
、
地
域
で
自
立
生
活
を
さ

れ
る
方
の
働
く
場
を
確
保
す
る
た
め
の
事

業
と
し
て
進
め
て
い
る
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
平

成
21
年
度
で
第
二
期
事
業
が
終
了
し
、
そ

の
後
は
国
の
方
で
22
年
度
以
降
、
５
年
間

の
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。
詳
細
な
助
成

制
度
の
中
身
が
、
町
村
ま
で
き
て
い
な
い

状
況
な
の
で
、
詳
細
が
判
明
し
た
時
点
で

補
助
額
の
算
定
等
を
し
な
が
ら
予
算
計
上

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　

（
奥
村
産
業
建
設
課
長
）

Ａ

エゾシカ対策は管内全体で！
　　　　　鍾乳洞の新洞調査で新たな発見の可能性も!?

■
農
林
水
産
業
費

　

鍾
乳
洞
の
新
洞
保
全
調
査
は
ど
う
い
う

内
容
か
。
こ
れ
は
、
今
の
天
然
記
念
物
の

指
定
区
域
内
か
、
区
域
外
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ ■
商
工
費

新洞内部には、小さな鍾乳石が無数に
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国
の
補
助
の
有
無
で
は
な
く
、
２
メ
ー

ト
ル
の
幅
が
取
れ
る
の
で
、
補
助
が
つ
か

な
く
て
も
１
メ
ー
ト
ル
で
両
側
歩
道
を
付

け
る
気
構
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
長
）

Ｑ
　

道
路
の
除
雪
、
排
雪
に
つ
い
て
伺
う
。

休
日
は
、
多
少
の
降
雪
で
は
除
雪
車
が
出

な
い
の
か
。
雪
が
少
な
く
て
も
年
内
に
１

Ｑ 上
さ
れ
て
い
る
が
、
歩
道
整
備
が
大
変
悪

く
、
片
側
は
子
供
た
ち
が
歩
く
と
こ
ろ
が

な
い
。
片
側
だ
け
幅
２
メ
ー
ト
ル
の
歩
道

整
備
の
内
容
だ
が
、
例
え
ば
、
両
方
１
メ

ー
ト
ル
の
両
側
歩
道
と
い
う
考
え
方
は
で

き
な
い
か
。　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

　

町
道
６
丁
目
線
の
改
良
工
事
で
は
、
警

察
派
出
所
か
ら
開
禅
寺
ま
で
の
区
間
が
計

Ｑ

　

早
期
健
全
化
団
体
か
ら
い
か
に
早
く
脱

す
る
か
が
、
町
の
第
一
課
題
で
あ
る
。
外

部
監
査
の
指
摘
事
項
で
、
除
排
雪
も
含
む

道
路
維
持
事
業
に
つ
い
て
、
民
間
に
委
託

し
た
方
が
い
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
道

路
の
草
刈
も
、
町
職
員
で
は
な
く
、
行
政

パ
ー
ト
ナ
ー
を
使
う
余
地
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
町
職
員
の
給
料
は
、
高
い
の
で

行
政
コ
ス
ト
を
考
え
た
最
善
の
方
法
を
と

る
べ
き
で
は
な
い
か
。　

（
石
神
委
員
）

回
く
ら
い
排
雪
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
交

差
点
は
常
に
除
雪
し
見
通
し
を
確
保
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
（
本
多
委
員
）

Ｑ

　

従
来
は
、
道
路
や
下
水
道
な
ど
色
々
な

補
助
制
度
が
あ
っ
た
が
、
今
、
国
の
方
で

は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
と
い
う

新
た
な
交
付
金
事
業
に
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
基
本
的
に
は
使
い
勝
手
が
い
い
よ

う
に
補
助
制
度
を
変
え
る
こ
と
で
あ
り
、

道
路
の
単
独
補
助
制
度
は
、
な
く
な
る
と

思
う
。
そ
の
な
か
で
、
規
制
緩
和
が
進
み
、

国
土
交
通
省
で
は
道
路
構
造
令
を
変
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
細
か
い
こ
と
は
未
定
で

あ
る
が
、
１
メ
ー
ト
ル
未
満
の
歩
道
も
認

め
る
規
制
緩
和
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
こ
と
を
見
極
め
な
が
ら
整
備
の

方
向
性
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
た
だ
、
単
独
事
業
で
歩
道
を
整
備
す

る
こ
と
は
難
し
い
。　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

　

区
域
外
に
な
る
。
但
し
、
鍾
乳
洞
は
す

べ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、
区
域
の
内
外
を

区
別
し
た
対
応
に
は
な
ら
な
い
。
新
洞
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
常
時
一
般
開
放

す
る
の
は
難
し
い
。
洞
内
の
環
境
が
、
著

し
く
変
わ
り
、
鍾
乳
洞
が
だ
め
に
な
る
と

い
う
助
言
を
去
年
い
た
だ
い
て
い
る
。
鍾

乳
洞
が
ど
の
よ
う
な
形
状
に
な
っ
て
い
る

か
、
整
備
を
し
た
場
合
、
ど
う
い
う
影
響

が
出
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
あ
る
程
度
、

明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

将
来
、
ジ
オ
パ
ー
ク
（
地
質
公
園
）
と

い
う
話
も
あ
り
、
道
の
地
域
政
策
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
、
で
き
れ
ば
本
年
度
中
に

整
備
ま
で
進
め
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
際
の
補
助
残
も
含
め
て
、
２
０

０
万
円
を
上
限
と
す
る
原
資
の
中
で
本
年

度
は
対
策
を
考
え
た
い
。

　
　
　

（
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

Ａ

民
間
委
託
に
よ
り
、
今
現
在
携
わ
っ
て
い

る
嘱
託
職
員
を
そ
の
ま
ま
置
け
ば
、
そ
の

分
人
件
費
が
か
か
る
の
で
、
い
か
に
職
員

を
有
効
活
用
し
て
経
費
を
削
減
し
て
い
く

べ
き
か
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
全

体
的
に
職
員
の
有
効
利
用
を
検
討
し
て
み

た
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

社
会
教
育
事
業
を
推
進
す
る
上
で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い

な
い
。
現
在
、
社
会
教
育
は
、
生
涯
学
習

推
進
計
画
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

一
度
整
理
を
か
け
な
が
ら
、
今
後
進
め
て

い
き
た
い
。　
　
　

（
柴
田
教
育
次
長
）

Ａ

　

基
本
的
に
行
政
が
や
る
べ
き
仕
事
な
の

か
ど
う
か
で
あ
る
。
今
、
国
道
も
民
間
委

託
に
し
て
十
分
、
地
域
住
民
が
満
足
で
き

る
道
路
維
持
が
さ
れ
て
い
る
。
道
路
維
持

も
除
雪
も
民
間
委
託
に
す
る
方
向
性
は
変

え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
う
。
た
だ
、

Ａ
　

基
本
的
に
概
ね
10
セ
ン
チ
以
上
の
降
雪

が
あ
っ
た
場
合
は
、
平
日
休
日
・
祝
祭
日

を
問
わ
ず
除
雪
し
て
い
る
。

　

排
雪
は
、
積
雪
の
状
況
に
応
じ
て
行
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
通
常
の
除
雪
を
や
っ

て
も
車
道
の
幅
員
が
取
れ
な
い
な
ど
、
交

通
安
全
上
、
必
要
な
と
き
に
、
排
雪
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
そ
こ
ま
で
至
ら
な
い

状
況
の
と
き
に
は
、
年
内
排
雪
を
し
な
い

年
も
あ
る
。
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
見
通

し
が
良
く
な
る
よ
う
な
対
策
を
取
る
よ
う

努
力
し
た
い
。

　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ

社会資本整備総合交付金で1㍍歩道も可能に!?
道路維持は行政パートナーで

■
土
木
費

　

教
育
長
の
教
育
行
政
執
行
方
針
で
は
、

社
会
教
育
は
非
常
に
大
事
な
位
置
づ
け
を

し
て
い
る
。
社
会
教
育
は
、
被
教
育
者
で

あ
る
学
習
要
求
に
基
づ
く
も
の
と
教
育
す

る
側
と
し
て
の
教
育
必
要
と
い
う
２
つ
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
学
習
要
求
調
査
を
し

て
い
る
の
か
。
そ
の
上
に
立
っ
て
の
事
業

設
定
か
。　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

21
年
度
に
栄
養
教
諭
を
中
核
と
し
た
食

育
推
進
事
業
を
国
の
満
額
補
助
で
実
施
し

た
。
成
果
等
は
今
後
報
告
す
る
が
、
課
題

等
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
た
学
校
で
の
活
用
、
家
庭
で
の

Ａ
　

教
育
執
行
方
針
で
家
庭
と
連
携
し
て
食

の
安
心
安
全
の
教
育
を
推
進
す
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ ■
教
育
費

実現できるか１メートル歩道
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学
校
長
が
定
年
退
職
す
る
が
、
次
年
度

の
体
制
を
伺
う
。　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

老
人
保
健
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
会

計
上
の
残
務
整
理
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

病
院
運
営
委
員
会
か
ら
の
答
申
に
よ
る

当
面
の
改
善
点
へ
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

保
健
・
医
療
・
福
祉
と
の
包
括
的
な
取

り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
効
果
と

Ｑ

活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
柴
田
教
育
次
長
）

　

救
急
救
命
士
の
中
で
、
気
管
挿
管
の
資

格
を
有
す
る
者
、
薬
剤
投
与
の
資
格
を
有

す
る
者
は
何
名
か
。　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

薬
剤
投
与
資
格
者
は
２
名
。
気
管
挿
管

の
有
資
格
者
は
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
吉
田
消
防
支
署
長
）

Ａ
　

救
急
救
命
士
を
今
年
２
名
採
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
総
数
は
７
名
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

　

４
月
か
ら
は
、
現
職
に
臨
時
の
身
分
で

引
き
続
き
校
長
を
務
め
て
も
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

失
業
者
等
の
国
保
税
軽
減
措
置
が
は
じ

ま
る
が
、
本
町
に
対
象
者
は
い
る
か
。

　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
・
本
多
委
員
）

Ｑ
　

本
人
の
申
請
に
よ
る
が
、
現
段
階
で
は

Ａ

　

町
民
に
な
る
べ
く
国
保
病
院
を
受
診
し

て
も
ら
う
た
め
の
対
策
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

町
長
か
ら
の
指
示
も
あ
り
、
保
健
福
祉

課
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ
て
き
て
い

る
が
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
超
高
齢
化

の
中
、
退
院
後
の
ケ
ア
は
医
療
、
福
祉
、

介
護
一
体
と
な
っ
た
対
策
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。　

（
青
木
病
院
事
務
長
）

Ａ
　

他
の
医
療
機
関
も
あ
り
、
受
診
先
を
限

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
医
療
ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
っ
て
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
め
ざ

し
て
い
る
。
保
健
、
医
療
、
福
祉
が
一
体

と
な
っ
て
安
心
で
き
る
医
療
体
制
を
築
く

し
か
な
い
。　
　

（
青
木
病
院
事
務
長
）

Ａ
　

価
格
の
低
い
後
発
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）

薬
品
の
決
定
過
程
、
患
者
へ
の
説
明
状
況
、

使
用
割
合
を
伺
う
。　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

患
者
か
ら
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
医
師

が
処
方
し
て
い
る
。
使
用
率
は
昨
年
と
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
。
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

院
長
、
薬
局
長
、
事
務
長
等
で
協
議
し
て

い
る
。
患
者
に
と
っ
て
一
番
い
い
方
法
を

考
え
た
い
。　
　

（
青
木
病
院
事
務
長
）

Ａ

　

当
会
計
は
、
平
成
22
年
度
で
廃
止
さ
れ
、

以
後
医
療
費
請
求
等
の
費
用
が
発
生
し
た

場
合
は
、
一
般
会
計
で
対
処
す
る
。

　
　
　
　
　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ
　

病
院
の
ま
ま
医
療
の
継
続
が
望
ま
し
い

と
の
答
申
に
対
し
、
収
益
確
保
、
経
費
削

減
に
努
め
て
い
る
。
入
院
収
益
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
15
対
１
の
看
護
基
準
を
12
月

か
ら
実
現
し
て
い
る
。
入
院
患
者
の
増
に

向
け
た
看
護
体
制
、
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
向

上
の
た
め
研
修
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
青
木
病
院
事
務
長
）

Ａ

救急救命士７名体制を実現！
　　失業者等は国保税の軽減措置の申請を

■
国
保
病
院
事
業
会
計

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

特
別
・
公
営
企
業
会
計

■
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

　

地
方
財
政
計
画
で
、
公
債
費
負
担
軽
減

対
策
が
あ
る
が
、
対
象
に
な
る
も
の
は
あ

る
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

22
年
度
か
ら
３
年
間
、
補
償
金
の
い
ら

な
い
借
換
債
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

21
年
度
ま
で
は
年
利
５
％
以
上
の
地
方
債

と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
22
年
度
以
降
３
年

間
の
年
利
は
、
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
基
準
が
出
て
き
た
と
き
に
該
当
す
る

も
の
が
あ
れ
ば
借
換
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ ■
公
債
費

■
消
防
費

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

■
国
民
健
康
保
健
事
業
特
別
会
計

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

■
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

い
な
い
。　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
長
）
評
価
を
伺
う
。　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

防火看板づくりも救急救命士の仕事
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地
域
包
括
医
療
に
つ
い
て
、
医
療
、
保

健
、
福
祉
の
連
携
・
協
議
が
進
ん
で
い
な

い
。
や
る
気
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

病
院
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
ど
れ
く
ら
い

ま
で
な
ら
妥
当
か
。
地
域
包
括
医
療
に
つ

い
て
行
政
内
部
で
の
組
織
化
が
必
要
で
は

な
い
か
。　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

入
院
患
者
は
病
院
だ
け
の
患
者
で
は
な

い
。
在
宅
に
な
っ
た
と
き
ど
の
よ
う
な
ケ

ア
が
で
き
る
か
が
問
題
。
地
域
ケ
ア
会
議

を
活
用
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
連
携
・
協

議
し
て
い
き
た
い
。　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

　

病
院
は
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
基

礎
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
赤
字
削
減
に
努

力
し
な
が
ら
、
足
り
な
い
分
は
一
般
会
計

か
ら
補
て
ん
し
、
累
積
欠
損
金
を
減
ら
し

Ａ

　

介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
住
宅
改
修
工

事
、
介
護
用
品
の
購
入
は
、
地
元
業
者
に

発
注
で
き
な
い
の
か
。　

（
本
多
委
員
）

力
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

（
石
神
委
員
・
柳
澤
委
員
長
）

Ｑ
　

改
修
工
事
等
は
前
も
っ
て
相
談
し
て
欲

し
い
。
介
護
用
品
の
販
売
業
者
は
認
可
、

資
格
要
件
を
満
た
し
、
知
事
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ

　

昨
年
の
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
、

９
月
定
例
議
会
で
議
員
か
ら
指
摘
の
あ
っ

た
水
道
料
金
徴
収
委
託
料
に
つ
い
て
改
善

さ
れ
た
か
。
業
務
内
容
も
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

委
託
料
を
72
万
６
千
円
か
ら
、
56
万
１

千
円
に
し
た
。
現
在
、
徴
収
し
て
い
る
の

は
85
世
帯
で
あ
る
が
、
口
座
振
替
へ
の
転

換
を
進
め
て
い
る
。
業
務
内
容
は
、
毎
月
、

10
日
か
ら
２
週
間
程
度
の
戸
別
徴
収
で
あ

る
。　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ て
病
院
会
計
を
健
全
化
し
た
い
。
地
域
医

ス
テ
ム
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の

改
善
に
つ
な
が
る
。
総
務
省
が
病
床
利
用

率
（
７
割
・
３
年
平
均
）
に
応
じ
た
算
定

を
し
た
場
合
、
地
方
交
付
税
は
下
が
る
。

病
床
利
用
率
を
高
め
る
な
ど
様
々
な
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
健
福
祉

課
が
町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な

地
域
包
括
医
療
の
形
を
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
（
野
邑
町
長
）

　

25
年
間
継
続
し
て
お
り
、
す
ぐ
さ
ま
廃

止
は
難
し
い
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
委
託

料
を
解
消
し
た
い
。

　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ

病床利用率低下で地方交付税削減の可能性も
　　　水道料金徴収委託やめ口座振替の徹底を

■
水
道
事
業
特
別
会
計

　

滞
納
世
帯
で
は
な
い
と
こ
ろ
へ
の
戸
別

徴
収
は
必
要
か
。
や
め
ら
れ
な
い
理
由
は

な
に
か
。
戸
別
徴
収
で
な
け
れ
ば
払
わ
な

い
世
帯
な
の
か
。
行
政
の
使
命
で
あ
る
「

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
得
る
努

Ｑ

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

【
質
疑
・
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

　

還
付
加
算
金
は
科
目
計
上
（
１
千
円
）

だ
が
、
年
度
途
中
の
還
付
に
対
応
で
き
る

の
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
本
多
委
員
）

Ｑ
　

も
し
還
付
の
必
要
が
生
じ
れ
ば
、
補
正

予
算
で
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
竹
内
保
健
福
祉
課
長
）

Ａ【
自
由
討
議
・
討
論
な
し
】

議員の一年間の働きぶりにあなたの採点は？ 

  （平成２１年４月～平成２２年３月） 

定例会・臨時会 各種委員会 会議名 

議員名 
出席義

務日数 

出席

日数 

出席義

務日数

出席

日数

一般

質問

回数

西 原 央 騎 １５ １５ ３３ ２９ ２ 

本多夕紀江 １５ １５ ３３ ３３ ４ 

東海林繁幸 １５ １５ ３３ ３０ ４ 

村 山 義 明 １５ １５ ３７ ３５ - 

星川三喜男 １５ １５ ３７ ３７ ４ 

柳 澤 雅 宏 １５ １５ ３７ ３７ ４ 

藤 田 首 健 １５ １５ ３７ ３６ ３ 

石 神 忠 信 １５ １５ ３７ ３７ - 

議員の活動実績と一般質問回数

（注１）議員名は議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長）
（注２）各種委員会は、常任委員会、議会運営委員会、議会広報
　　　　編集特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特別委
　　　　員会を指します。
（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。
（注４）一部事務組合議会議員、監査議員の活動日数（出欠）に
　　　　ついては省略しています。

公開します！
　議員の出席簿
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いきいきふるさと
常任委員会だより

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で

は
、
閉
会
中
に
財
政
健
全
化
計
画
や
こ

ど
も
館
の
運
営
等
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、
次
の
と
お
り
意
見
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

■
地
域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
事
業
及

　

び
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

　

交
付
金
事
業
（
「
ピ
ン
ネ
シ
リ
道
の
駅

　

改
修
事
業
」
及
び
「
安
心
安
全
な
学
校

　

給
食
施
設
整
備
事
業
」
工
事
視
察
）

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
道
の
駅
は
、
総
額
１
千

３
百
８
万
３
千
円
を
投
じ
て
、
飲
食
販

売
コ
ー
ナ
ー
や
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
な
ど
、

販
売
機
能
と
集
客
能
力
の
向
上
を
め
ざ

し
た
改
修
が
行
わ
れ
た
。
地
場
産
品
の

販
売
拠
点
と
し
て
の
期
待
は
大
き
い
の

■
こ
ど
も
館
の
運
営
に
つ
い
て

　

依
然
と
し
て
、
多
額
の
超
過
負
担
が

■
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
は
、
自
治
体
が
自
主

的
、
自
律
的
に
財
政
規
律
を
回
復
・
維

持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

財
政
健
全
化
計
画
の
前
提
と
な
る
個

別
外
部
監
査
は
、
専
門
的
な
知
見
を
有

で
、
商
品
管
理
な
ど
を
徹
底
し
、
改
修

に
見
合
っ
た
収
益
を
上
げ
る
よ
う
、
行

政
の
責
任
で
指
定
管
理
者
を
指
導
す
る

こ
と
。
ま
た
、
飲
食
販
売
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
の
授
産

所
的
な
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
極
力
、

障
が
い
者
の
雇
用
先
、
生
産
物
販
売
場

所
と
し
て
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
は
、
総
額

２
千
４
百
56
万
円
を
投
じ
て
、
厨
房
改

修
の
ほ
か
、
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
、
消
毒
保

管
庫
な
ど
の
設
備
が
新
設
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
食
品
衛
生
上
の
課
題

は
解
消
さ
れ
、
質
の
高
い
、
安
心
安
全

な
給
食
の
提
供
が
可
能
に
な
っ
た
。
現

在
の
給
食
数
は
わ
ず
か
１
７
０
食
で
あ

り
、
一
食
当
り
単
価
は
さ
ら
に
押
し
上

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
今
後
の

給
食
数
の
減
少
と
費
用
対
効
果
を
考
え

た
と
き
、
民
間
委
託
等
に
よ
る
運
営
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

す
る
外
部
の
第
三
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
（

提
言
）
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
同
監

査
に
期
待
さ
れ
る
の
は
、
庁
内
で
は
指

摘
し
に
く
か
っ
た
「
聖
域
」
に
も
メ
ス

が
入
り
、
財
政
健
全
化
計
画
の
実
効
性

を
担
保
し
財
政
規
律
の
回
復
を
早
め
る

こ
と
で
あ
る
。

　

個
別
外
部
監
査
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

た
事
項
（
提
言
等
）
は
、
財
政
健
全
化

計
画
（
短
期
的
な
展
望
）
の
実
質
的
な

方
向
性
を
定
め
る
だ
け
で
な
く
、
中
・

長
期
的
な
諸
計
画
に
も
反
映
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。

　

財
政
健
全
化
計
画
は
自
治
体
の
長
が

作
成
し
、
議
会
の
議
決
（
深
い
関
与
）

を
必
要
と
し
、
可
能
な
限
り
短
期
間
で

計
画
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

交
付
税
は
経
済
環
境
の
み
な
ら
ず
政

治
状
況
に
よ
っ
て
も
変
動
す
る
。　

　

平
成
23
年
度
以
降
の
歳
入
は
、
追
風

（
お
い
て
）
に
帆
を
揚
げ
る
と
は
限
ら

な
い
。
向
か
い
風
が
吹
く
こ
と
も
考
え

ら
れ
楽
観
も
予
断
も
許
さ
な
い
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
健
全
化
判
断
比

率
を
下
回
る
こ
と
に
は
制
限
は
な
い
の

で
、
計
画
初
年
度
か
ら
貪
欲
に
目
標
値

を
め
ざ
す
財
政
行
動
が
必
要
で
あ
る
。

生
じ
て
い
る
こ
ど
も
館
の
運
営
を
改
善

す
る
た
め
に
は
、
年
齢
別
保
育
に
こ
だ

わ
る
こ
と
な
く
、
道
事
務
処
理
要
綱
に

基
づ
く
職
員
の
適
正
配
置
の
実
現
と
幼

児
ク
ラ
ブ
（
短
時
間
コ
ー
ス
）
の
あ
り

方
（
保
育
所
と
の
統
合
等
）
を
早
急
に

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

次
の
所
管
事
務
調
査

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員

会
は
、
第
２
回
（
６
月
）
定
例
会

ま
で
に
、
①
自
治
基
本
条
例
等
、

②
環
境
基
本
計
画
、
③
総
合
計
画
、

④
所
管
事
務
の
う
ち
緊
急
を
要
す

る
事
項
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

委員会で給食センター改修工事を視察

個
別
外
部
監
査
結
果
は
中
・
長
期
計
画
に
反
映
を
！

　

こ
ど
も
館
の
人
員
配
置
・
幼
児
ク
ラ
ブ
見
直
す
べ
き

■
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

基
本
構
想
は
、
町
の
将
来
像
の
実
現

の
た
め
の
施
策
の
大
綱
・
目
標
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
指
針
を
定

め
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
（
総
合
）
計

画
は
、
基
本
構
想
で
定
め
た
目
標
を
実

現
す
る
た
め
に
、
施
策
の
基
本
方
針
等

を
体
系
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
実
施

計
画
は
、
基
本
計
画
で
定
め
た
個
々
の

施
策
を
財
政
状
況
や
社
会
情
勢
変
化
を

考
慮
し
て
策
定
す
る
短
期
計
画
で
あ
り
、

次
年
度
の
予
算
編
成
前
に
見
直
す
よ
う
、

適
正
な
進
行
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。
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※次回は、藤田議員、石神議員です。

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞれ
の議員が町づくりや議会活動な
どについて思いを綴ります。
　毎号２名の議員がこのコーナ
ーに登場します。８議員の提言
・苦言・呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

議会とはなんだろう福　寿　草

北国に春を告げる黄金色の福寿草

　早いもので、議員の任期もあと一年足らずとな
り、住民の直接選挙で選ばれた町長（行政）と議
会の役割について、再び自問自答しています。
　行政とはなにかと問われて、即座に答えること
ができる方は何人いるでしょうか。自治の根本で
すが、案外答えに窮する盲点かもしれません。
　正直に言えば、日ごろ自治に携わっている議員
にとっても、その定義を端的に表現するのは難し
いことです。
　強いて一言で括れば、『議会が決めた条例を執
行するのが行政』となります。
　これは、中学の社会科（いまは公民？）の授業
で習うことのようで、議会を国会、条例を法律、
行政を内閣に置きかえれば、理解できるのではな
いかと思います。
　議員は議会と言う住民の代表機関の一員として、
条例どおり行政が執行されているか監視する役目
を与えられています。
　町の法律である条例を提案できるのは、町長と
議員の双方ですが、可否・修正を決めることがで
きるのは議会だけです。
　住民それぞれの意思が議員を選びますので、合
議体である議会での決め方は、いやおうなしに多
数決になります。いまだに行政追従型の議会が多
いのも現実ですが、それで住民の多様な意見が反
映できるのか、首を傾げるときがあります。
　行政を監視する上で求められるのは、一般質問
です。一般質問とは、議員が町長に事実を質すこ
とを言います。物事には表と裏の二面性がつきも
のですが、普段見えない世界に光をあてることも
議員の役目だと思います。
　言うまでもなく、議場内での議論から真実を導
き出すことが議員本来の姿でしょう。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：星川三喜男）

　私の祖父母は、新天地を求め、大正四年、当時
六歳だった父の手を引いて福島県新山町から現在
の上駒地区に入植しました。
　新山町は、戦後、隣村と合併して標葉（しねは）
町となり、昭和三十年代に双葉町と改称。太平洋
に面する人口七千人足らずの町ですが、永い歴史
があり、古墳時代の遺跡や中世の城跡が残ってい
るそうです。大地震の度にテレビに映る「原発銀
座」の一角でもありますが…
　祖父母は、よく故郷の思い出話をしていました
が、若い私は関心が持てず聞き流すばかりでした。
　五十歳を過ぎてふと自分のルーツ（祖先）を知
りたいと思うようになりました。
　母につきまとう幼い私を「くらつばえるな！」
（甘えるな！）と叱った祖父母。いまも耳に残る
方言の響きを現地で聞いてみたい、父の従兄弟は
健在か、曽祖父の墓はどこにあるのか、まだ見ぬ
先祖の土地への旅心は脈打つばかりです。
　数年前に叔父と名乗る方から一度電話をいただ
いたのですが、住所を書いたメモをなくし、自分
探しの手がかりは途絶えてしまいました。
　きっと、故郷の野山にも咲いていたのでしょう。
　「福寿」と名づけられた父は、三十年以上前に
他界しましたが、わが子に春を告げる花の名前を
つけた祖父の強い望郷の念を感じています。
　入植から私で三代目。幸い五代目もできました
ので、祖父母や父が望んでいたＤＮＡ（遺伝子）
の引継ぎは叶えられたことになるのでしょう。
　夢は今もめぐりて　忘れがたきふるさと、志を
はたしていつの日にか帰らん…　
　三六五日牛飼いの私にいまできることは、夜焼
酎を飲みながら唱歌を口ずさむことぐらいです。
　新山町は山水青き故郷なのでしょうか。いつか
ルーツにたどり着いたとき、三人に代わって歌っ
てあげたいと思うのです。 
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：柳澤雅宏）
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入
学
・
進
学
・
就
職
等
で
４
月
か
ら
１
年
生

と
な
っ
た
皆
さ
ん
、
新
し
い
環
境
に
も
慣
れ
て

学
業
に
仕
事
に
張
り
切
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
お
子
さ
ん
を
送
り
出
し
た
ご
家
庭
は
ど
こ

か
物
足
り
な
く
淋
し
さ
も
あ
る
の
で
は
？

　

さ
て
、
３
月
定
例
議
会
で
は
、
新
年
度
予
算

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
が
早
期
健
全
化
団
体
と
な
り
、
「
第
二
の

夕
張
に
な
る
の
？
」
、
「
う
ち
の
町
は
そ
ん
な

に
貧
乏
な
の
か
！
」
と
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
22
年
度
予
算
は
全
会
計
で
前
年
度
を

２
・
８
％
（
１
億
８
千
万
円
）
上
回
り
ま
し
た
。

　

21
年
度
補
正
予
算
で
は
、
基
金
（
貯
金
）
に

１
億
５
千
万
円
の
積
み
増
し
を
計
上
。

　

し
か
し
、
地
方
交
付
税
や
臨
時
交
付
金
は
先

行
き
不
透
明
で
油
断
は
禁
物
で
す
。

　

目
玉
は
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
で

予
算
額
は
４
６
７
万
円
。
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
子
育
て
応
援
で
す
。
保
育
料
も
格
段

に
安
く
、
福
祉
の
町
、
復
活
な
る
か
と
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
ど
も
手
当
て
が
大
き
な
話
題
と
な
る
一
方
、

「
年
寄
り
手
当
て
は
？
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
こ
こ
数
年
、
税
制
、
医
療
制
度
の
改
革
等

々
で
高
齢
者
の
負
担
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

事
業
仕
分
け
第
二
弾
は
前
回
の
よ
う
な
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
終
わ
ら
せ
ず
、
聖
域
に
メ
ス
を

入
れ
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
国
を
め
ざ
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

中
頓
別
町
も
名
実
と
も
に
、
「
北
緯
45
度
癒

し
の
里
」
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
本
）

編　

集　

後　

記
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　第１回臨時会が、３月３１日招集され、町長から
提案された町税条例（議案第４９号）及び国民健康
保険税条例の一部改正条例（議案第５０号）が原案
どおり可決されました。
　臨時会の冒頭、野邑町長は、「常勤医師の確保に
向け、多くの人たちからの情報を基に努力してきた
が、６月から旭川市内の病院で内科医として総合的
な診療に従事している医師１名を採用できることに
なった」と報告。これにより、住民医療の空白は回
避できることになりました。
　国民健康保険税条例の改正では、国民健康保険税
の課税限度額（基礎課税分４７万円、後期高齢者支
援金課税分１２万円、介護納付金課税分１０万円）
のうち、基礎課税分を 3万円引き上げ５０万円に、
後期高齢者支援金課税分を 1万円引き上げ１３万円
とするものです。
　この引き上げにより確保される財源によって、中
間所得者層の被保険者の負担に配慮した税率の見直
しが可能となります。
　また、倒産や解雇などによる離職者（非自発的失
業者）の国民健康保険税の軽減（前年の給与所得を
３割として保険税を算定）も４月１日から施行され
ました。

常勤医師１名を確保
第１回臨時会で町長報告！

野
邑
町
長
が
常
勤
医
師
１
名
の
確
保
を
報
告

18日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
20日　宗谷町村議長会定期総会及び意見交換
　　　会（稚内市）

16日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
20日　たけべ勤を囲む新春の集い（稚内市）
23日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査

２日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
　　　議会広報編集特別委員会
３日　議会運営委員会
９日　第１回定例会
14日　第１回定例会（サンデー議会）
15日　第１回定例会
　　　全員協議会
16日　予算審査特別委員会
17日　予算審査特別委員会
　　　第１回定例会（再開）
31日　第１回臨時会

議会の動き
22年１月

２月

３月

７日　中頓別小学校入学式
　　　中頓別中学校入学式
13日　議会広報編集特別委員会
19日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査

４月


